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国
民
所
得
と
経
済
的
厚
生
の
関
係
に
つ
い
で
の
研
究
は
、
ピ
グ

ゥ〔

28〕
を
初
め
と
し
て
、
ヒ
ッ
ク
ス〔

11〜

13〕

、
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
ハ
18

_/
、
リ 

ト
ゥ
ル
.

〔

19〜

22〕

サ
i

エ
ル
ソ
ン
.
.

〔

30

、
31〕

等
に
ょ
っ
て
発
展
さ
せ
ら
れ
て
き
た
。

序
数
的
選
好
理
論
.に
基
づ
く
厚
生
経
済
学
の
立
場 

か
ら
の
最
初
の
研
究
は
匕
ッ
ク
ス
S

 

.
に
ょ
っ
て
行
わ
れ
、
•一
 

九
四
〇
年
代
に
於
け
る
ク
ズ
ネ
ッ
ッ
.
、
.リ
ト
ゥ
ル
と
の
論
学
を
惹
起
し
た
。

サ 

ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン〔

30〕

は
、
こ
の
議
論
に
一
つ
の
段
落
を
つ
け
た
が
、
そ
の
後
も
若
干
の
学
者
.に
ょ
っ
て
研
究
が
発
表
さ
れ
て
1'
1)

る
。
本
稿 

で
は
以
下
に
述
べ
る
観
点
か
ら
、
こ
れ
ら
め
.問
題
を
論
理
的
に
盤
理
す
る
こ
と
、
.お
よ
び
軍
の
基
本
的
命
題
に
.関
す
る
一
般
化
を
行
う
こ

と
が
試
み
ら
れ
る
。
以
下
：で
极
う
問
題
を
、
.
よ
り
一
般
的
な
観
点
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
そ
.れ
は
経
済
的
_
計
量
の
测
定
の
間
題
の
中
に
包
括
さ 

れ
、
い
わ
ゆ
る
資
本
の
測
定
の
よ
う
な
問
題
と
一
緒
に
扱
わ
れ
る
こ

と

に

な

る

.が
、

本
稿
で
は
経
済
的
厚
生
と
の
関
連
の
み
が
考
察
の
対
象
と
さ 

れ
る
。
 

、
 

.

論
じ
ら
れ
る
問
題
は
特
に
国
民
所
得
の
増
減
と
経
済
的
厚
生
の
増
減
の
関
係
で
，あ
る
か
ら
、
.厚
生
経
済
学
に
於
け
る
接
近
法
の
中
で
、.

「

漸
次

的
接
近
法(piecemeal approach)」

が
中
心
的
な
役
割
を
演
ず
る
。
こ
れ
に
関
す
る
最
も
抽
象
的
な
水
準
.に
於
け
る
議
論
は「

厚
生
基
準
論j
と

.

.

.

. 

'
• 

•

名
付
け
得
る
も
の
で
あ
り
、
主
と
し
て
工
コ
ノ
ミ
ッ
ク
•
ジ
ャ
ー
ナ
ル
誌
，上
で
展
開
さ
れ
て
、
•最
近
、
ミ
シ
ャ
ン〔

23〕

が
ー
つ
の
整
理
を
し
た

• 

(

3
.

)

が
、
こ
の
議
論
そ
れ
自
体
に
：つ
いV

.

は
：項
目
を
別
に
し
て
詳
細
に
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
詳
し
く
は
触
れ
な
い
。
漸
次

的
接
近
法
を
具
体
的
な
.問
題
に
適
用
し
た
例
と
し
て
は
、
次
の
二
つ
の
問
題
が
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
は
、
特
^{

の
経
済
活
動
の
変
化
が
経
済
的
厚 

生
の
增
減
に
対
し
て
い
か
な
る
効
果
を
持
つ
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
"
こ
れ
に
つ
い
て
は
，

い
う
分
析
用
具
の
適
ボ
が
考
え
ら
れ 

る
が
、
そ
の
可
能
性
に
，つ
い
て
は
他
の
箇
所
で
吟
味
し
た
。
他
の
一
つ
の
問
題
は
、.
経
済
活
動
一
般
の
結
果
と
し
て
事
後
的
に
経
済
的
厚
生
が
增 

加
し
.た
が
否
か
、
を
吟
味
す
.る
と
い
う
.こ
.と
で
あ
：る
。
--
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
実
質
国
民
所
得
の
評
価
め
間
題
に
_
係
し
て
い
る
。
こ
こ
に
掲
げ
た
一
一 

つ
の
問
題
は
論
理
的
に
密
接
な
関
連
を
持
っ
て
い
る
。
前
者
は
或
る
経
済
双
罾
の
効
果
を
事
前
的
に
判
断
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
ら
、
補 

償
、
苒
分
配
の
可
能
性
を
.含
む
が
、
後
者
は
そ
の
可
能
性
を
含
ま
な
い
。
従
っ
て
、
'後
者
に
於
て
.消
費
者
余
剰
と
い
う
用
具
が
用
い
ら
れ
る
余
地
'
 

は
な
い
。
こ
の
補
償
、
再
分
配
の
可
能
性
に
関
す
る
問
題
を
別
と
す
れ
ば
、
'上
記
の
二
つ
の
問
題
は
殆
ど
向
じ
論
理
を
以
て
扱
い
得
る
も
の
で
あ 

る
。

-

■

.

さ
て
、
.社
会
会
計
的
に
把
握
す
る
な
ら
ばV

国
民
所
得
は
諸
種
の
要
素
か
ら
構
成
.さ
れ
た
も
■の
で
あ
る
.0
然
し
、
国
民
所
得
と
経
済
的
厚
生
の 

関
係
を
理
論
的
^
検
討
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
.こ
れ
ら
の
構
成
要
素
を
初
め
'か
.ら
全
て
考
慮
す
る
.こ
と
は
極
め
；て
困
難
で
あ
る
。
従
っ
て
、
議
論 

は
か
な
り
：の
単
純
化
の
仮
定
を
以
て
開
始
さ
れ
ね
.ば
な
ら
な
い
。
こ
の
仮
定
を
設
け
る
に
当
り
、
経
済
的
厚
生
と
消
費
と
の
関
連
は
最
も
密
接
で 

国
民
所
得
のWelfare Implications

に
つ
い
て
. 
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あ
り
、：
比
較
的
明
I

あ
る
、
.と
い
麻
解
が
広
く
採
用
さ
れy

い
.

I
と
,に
注
目
す
：べ
き
I

f

。
従
来
、
主
と
し
，て
展
開
さ
れ
て
き
た 

厚
生
経
済
学
ゃ
消
費
者
行
取
の
理
論
は
静
学
的
で
あ
っ
た

か

ら

、

動
学
的
問
題
.に
本
質
的
に
関
連
し
て
い
る
貯
ー
畜
や
投
資
は
あ
ま
り
m
^'
r
さ 

れ
な
か
.っ
た
。
従
っ
て
、
.実
纂
民
所
得
の
評
価
：に
関
す
る
議
論
.ぬ
於
.て
も
r
国
民
所
得
は
消
費
の
：み
か
ら
構
成
さ
れ
る
と

い
.う

仮

定

か

ら

出 

発
し
て
い
る
。
こ
こ
で
消
費
と
は
市
場
で
売
買
さ
れ
る
私
的
財
の
翼
で
あ
り
、
政
府
機
関
等
に
よ
0
て
供
給
さ
れ
る
公
的
財
の
消
費
を
含
ま
i

、
.o.

.

.

. 

. 

••

以
下
で
は
先
ず
震
霉
は
消
費
の
み
か
ら
麓
さ
れ
る
と
い
う
仮
定
に
基
づ
き
、
経
済
的
厚
生
とQ

麗

に

於

け

る

靈

の

麗

を

t
 

し
、
そ
.'の
後
に
仮
矩
を
弛
め
て
、
そ
こ
で
生
ず
る
.問
題
を
吟
味
す
る
。

.

注(

1)

例
え
ば A

.

P

H

I〔29 〕，
C. M. K

e
l
y

〔17 〕，
M
.
H
'
D
o
b
b
〔
5
〕，

J. de V
，
G
r
a
a

 

s
, S. Wellisz

〔34〕，
A

 

B
e
r
l
s

 

Chapter 6

等
が
举
げ
ら
れ
る
。

(

2)

例
え
ば
、
J
w
. Hi

c
k
s

 

a
l
〕

P
P
.
1
1
CO〜

1
2
3

や

J
b
,
wK-
ぼ

§

に
扱
わ
れ
て
い
る
論
点
は
省
略
さ
れ
る
。

(

S)

：こ
の
問
題
に
関
す
る
簡
単
な
讓
論
に
つ
い
て
は
、
長

名

§

第
W
節
を
、
関
係
文
献
に
つ
い
て
は
同
.

§

の
文
献
目
録
n
を
参
殿
。

,(

4)

長
名〔

27〕

。
：
 

. 

I 

.

?)

長
名〔

27〕

：
六
七
頁
を
参
照
。
、 

.

(

e)

馨

I

資

を

攀

的

な

I

と
し
て
把
握
せ
ず
S

醫

I

得
の
評
価
I

じ
よ
う
と
す
る
議
論
が
拳
あ
る
が
、納
得
し
難
V

Q

で
あ
る
。

' 

仴
え
は 

I
M
.
D
*

 

L
i
s
e
〔 2
2
〕
pp. 

2
3
5

 〜
2
3
7

 

お
よ
び 

A
.

 

B
e
r
g
s
o
n

 
1
:
1
〕
' 

p
p
.
1
5
1
〜
1
5
3

 

を
参
照
0
 

*

本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
、
川
又
邦
雄
氏
か
ら
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
I

い
た
。
ま

妄

•：
 
ニ 

S

論

に

関

し

て

ぽ

、
.
.
大

学

院

の

諸

^ ,
兄

と

の

討

論

を

通

じ

て

多
 

く
の
示
唆
を
受
け
た
こ
こ
.に
記
し
て
謝
意
.を
表
し
.た
い
。
然
し
、
：い
う
ま
で
も
な
く
本
稿
で
，の
主
張
の
全
て
の
貴
任
は
筆
者
の
も
の
で
あ
る
。

n

消
費
財
経
済一

；

基
礎
的
分
析——

 

i

国
民
所
得
と
馨
的
厚
生
の
関
係
は
、
以
下
で
は
個
々Q

消
費
者
©
行

霞

■

国

い

.て
吟
味
さ
れ
る
。
当

該

社

含

は

管

期

に

义

て
1*
に
ょ
っ
て
表
示
さ
れ
る
消
費
者
の
集
合
が
存
在
す
る
も
の
と
考
え
る
。
そ
の
元
を
く
に
ょ
っ
て
表
わ
す
。
消
費
者
i
は
第
#
期
に
資
産
W
を 

与
え
ら
れ
、
価
格
ベ
ク
ト
ル
%
晏

€
'
:
,
^

)

に
直
面
し
、
財
べ
ク
ト
ル
f

 

F

d

,

…

を
消
費
す
る
。
但
し
こ
こ
で
、
こ
の
消
費 

者
が
提
供
す
る
財(

用
役)

は
負
の
'消
費
と
し
て
W
の
中
に
含
ま
れ
る
。
更
に
>
は
消
費
者
ミ
に
.と
っ
て
先
験
的
に
可
能
な
消
費
の
集
合
兄
の
元 

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
消
費
者
€
は
こ
の
集
合
又
に
関
し
て
第
^
期
に
於
。て
無
矛
盾
的
選
好
体
系
を
有
し
、
こ
れ
が
全
擬
順
序
^
•
を
形
成
す
る 

も
の
と
仮
定
す
る
。
こ
の
仮
定
は
消
費
に
於
け
る
外
部
効
果
の
不
存
在
を
含
意
し
て
い
る
。
消
費
者
行
動
の
理
論
に
於
て
は
通
常
、
こ
の
選
好
擬 

順
序
に
関
し
て
凸
性
の
仮
定
が
置
か
れ
る
。

仮
定一

• 

一

y

«

lは

貧
 

2
+

(

f—
*
丨
ん
K
1
Y へ̂

(

但

し

o
A
^
A
l

)

を
含
意
す
る
。

更
に
強
い
凸
性
の
仮
定
が
置
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
'

仮
定一

•
ニ

«
2ノ

«
1
は

』

«
2
+
p
l
>o
r
l
y
.̂

(

但
し 

o
A
^
A
l

)

を
含
意
す
る
。

消
費
者
く
の
行
動
原
理
に
関
す
る
仮
定
と
し
て
は
、
与
え
ら
れ
た
価
格
•
資
産
状
況
«
,§
/)

の
下
で
選
好
を
満
足
さ
せ
る
、
と
い
う
仮
定
が
通 

常
置
か
れ
る
。
W
を
或
る
与
え
ら
れ
た
消
費
と
し
、

妁
を
任
意
の
消
費
と
す
る
時
、
こ
の
仮
定
は
次
の
ょ
う
に
表
現
さ
れ
る
。

仮
定
ニ 

• 

I 

' 

•
«
II
A
w
i广
は
J?
汄
i

を
含
意
す
る)

。
.

^.
•

ÎI
A
斧
"
で
あ
る
，か
ら
、
仮
定
ニ 

•

一
 

が
満
.た
さ
れ
る
時
、

^

«II
A
^

^

が

斧̂'
^

を

含

意

す

る

こ

と

は

明

ら

か

.で
あ
る
。
行
動
原
理
に 

関
す
る
他
の
一
つ
の
仮
定
は
、

一
定
の
選
好
を
満
足
す
る
た
め
の
：支
出
を
最
小
化
す
る
、
，と
い
う
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、

仮
定
ニ
1

1

^
.
«
A
W
/

は

«
入
&

*
を
含
意
す
る
。
■ 

、

こ
の
仮
定
が
満
た
さ
れ
る
時
、
戈
•ぉ<

y

•之
で
あ
れ
ば
斧
入
べ
^

と
な
る
'こ
と
は
同
様
に
明
ら
か
で
あ
る
。

以
下
、
経
済
諸
単
位
は
独
占
的
価
格
支
配
力
を
持
た
な
い
、
と
仮
定
さ
れ
る
。

'

仮
定
三
全
て
の
経
済
単
位
は
需
要
と
供
給
を
一
致
さ
せ
.る
一
定
価
格
の
下
で
取
引
す
る
。

国
民
所
得
のWelfare Implications

に
つ
い
て 

——

五
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五
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五
八)

，
期
間
に
於
て
存
在
す
る
財
の
證
が
同
一
で
あ
る
か
®
か
は
重
要
な
麗
で
あ
る
。
.こ
れ
が
変
化
す
る
場
合
の
問
題
は
後
に
論
じ
ら
れ
る
が
、
 

こ
こ
で
は
そ
れ
が
不
変
.で
あ
る
と
い
う
仮
定
を
次
の
|
:
|つ
.の
仮
定
の
合
成
之
し
て
表
.わ
し
て
お
く
。

.

仮
定
四•

一
.

新
し
い
種
類
の
財
が
経
洚
に
導
入
さ
れ
る
と
と
は
な
い
0

'.
'
-
:

仮
定
四
•
ニ

既

存

.の
い
.か
な
る
財
種
も
経
済
如
ら
、_
滅
し
な
い
。

.
，

■ヒ
ッ
ク
ス
は
そ
の
最
初
の
分
析
に
於
て
人
口
の
変
化
I

題
を
扱
わ
な
か0

た
が
、
こ
.れ
も
後
.に
論
じ
ら
れ
る
よ

う

に

馨

な

麗

で
あ
る
。
さ 

し
あ
た
り
こ
の
人
.ロ
不
変
の
仮
定
を
、
消
費
者
が
当
該
社
会
か
ら
移
出
し
な
い
と
い
う
仮
定
と
、
他
社
会
か
ら
議
社
会
に
移
入
し
な
.、.と
、 

う
仮
定
.の
合
成
と
し
て
考
え
る
。
形
式
的
に
は
次
の
よ
う
.に
表
現
さ
れ
る
。

仮
定
五
、1

仮
定
五
• 
一I 

T
U
I
V

ヒックスは‘或
る
社
会
の

一1

期
間
の
経
済
的
厚
生
を
比
較
すKS

こ
と
が
意
味
を
持
つ
た
^
に
は
、
そ
の
社
会
を
構
成
す
る
衾
員
の
選
好
体 

系
が一

定
不
変
で
あ
る
こ
と
を
仮
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
述
べ%

)
。

第

-
期
に
消
費
者
.ふ
持
つ
選
好
擬
順
序
：̂

対
応
す
る
効
用
震 

を
芽

^
/)

に
よ
っ
て
表
わ
せ
ば
、
こ
..の仮
定
.は
次
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
。

仮

宠

六

ぞ
-

J

rは

&

^l
-¥
c(

&

を
含
意
す
る
。

ニ
経
済
状
態
は
各
経
済
単
位
め
行
動
.の
I

f

'■っ
て
表
わ
さ
れ
る
と
い
う
意
味
に
於
.て
#

シ

S

)

.に
よ
っ
て
.表
現
さ
れ
る
、

と
考
え 

る
。
但
し
、

ル
は
生
産
考

2

-J
I

産
者
の
集
合
I

る)

.の
生
産
を
表
わ
す
。
産
出
は
IE
、
投
入
は
負
の
量
と
し
.て
考
え
ら
れ
る
。：
生
産 

者

プ

の

技

術

的

可

能

性

は

生

産

可

能

性

集

合

^

に

よ

.っ
t
記
述
さ
れ
*

が
生
産
可
能
.で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
t

 

に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ 

る

こ

こ

で

集

合

{

((

ぉ)

，£

)

|只—

2
/哈

}を
定
義
す
>̂
5
。

但
し
、
V

A

S

l

w

'

:

n

)
は
第

t
期
に
与
'え
ら
れ
る
初
期
資
源
で
式
る
。
 

ま

た

2
/JI
I
l
^
.で
I

。
.更
に
集
合
A

l

a
x
,

)

x
^

Y
し) f

W

を
定
義
す%

)
。

こ
れ
は
市
場
均
衡
の
条
件
“ 

4

1を
保
ち

な
が
ら

.

、
各
消
費
者
に
と
っ
：，て
可
能
な
消
費

.

な
ら
び
に
各
生
産
者
に
と

'

っ
て
可
能
な
生
產
め
集
合
で
あ
る
。
経
済
状
態
：

(
F

)

，(

S ?)
)

は
そ
れ
が
ル 

に
厲
す
る
時
、
達
成
可
能
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

 

•

.

C

9

)

こ
こ
で
、
社
会
的
選
好
擬
順
序
'

Y?

を
定
義
す
る
.。全てについて

^

で
あ
る
時
、#
/v(2//)) 

Y(

F
ド

)

，(2//))

と
書
き
、
上
の
間 

係
が
成
立
し
、
し
か
も
或
る
グ
に
つ
い
て
は
i

y
、
さ
、

1

で
.あ
る
時((

見)

，(

^))

Y((

^)

，
§

と
書
く
。
ま
た
全
て
の
ヾ
に
つ
い
て
^

J
ぞ 

で
あ
る
時
、((

&
, 

C)

T((

^)

，(2//))

と
書
く
。

.

.
'次
に
、
ヵ
ル
ド
ア
"
ヒ
ッ
ク
.ス
莲
準
と
シ
ト
プ
ス
キ
I
基
準
を
厳
密
に
定
義
す
る
0

定
義I

.

»2
を
苒
分
配
す
る
こ
と(

補
償)

に
よ
り
、((

^
、

)

，
e

^

Y

((

&
, (

^)
)

が
成
立
す
る
よ
う
な
経
済
状
態
，((

气

)，
(

S?
J)

が
達 

成
可
能
で
あ
る
場
合
、
強
ヵ
ル
ド
ア
=
ヒ
ヅ
ク
ス
_
準
が
満
た
さ
れ
る
、
と
い
う
。

こ
こ
で
，

(

«

0
は
^
.を
再
分
配
し
た
結
果
と
し
て
の
分
配
状
態
を
示
す
.。

_
 

、

定
義1

1

W
を
再
分
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、(

F

P(

2
/
/

)

泣((

«
ジ(

2
/
/

)
)

が
成
立
す
る
よ
う
な
経
済
状
態(

F
o
, (2 /

/
)
)

が
達
成
可 

能
で
あ
る
場
合
、
弱
ヵ
ル
ド
ア
1
=
.ヒ
ッ
ク
.ス
基
準
が
満
た
さ
れ
る
、
と
い
う
。

定

義

三

ふ

を
い
か
に
蒋
分
配
し
て
も
、(

？

、

)

，

S

)

が
成
立
す
る
よ
う
な
経
済
状
態(

r

p(2 /
/
)
)

が
達
成
不
可
能
で 

あ
る
場
合
、
強
シ
ト
フ
ス
キ
I

基
準
が
満
た
さ
れ
る
、
と
い
う
。

..

定

義

四

W
を
い
か
に
再
分
配
し
て
も
、(

？

ゝ

)

，
€

¥

$
 (2//))

が
成
立
す
る
よ
う
な
経
済
状
態(

F

P(

ち)
)

が
達
成
不
可
能
で 

あ
る
場
合
、
弱

'ゾ
ト
フ
ス
キ
I
基
準
が
満
た
.さ
れ
る
、
と
い
う
。
 

:

:

従
来
、

一
般
に
使
用
さ
れ
て
き
た
も
の
は
、
定
義
一
お
よ
び
三
の
肯
定
形
と
、
定
義
ニ
お
よ
び
四
の
否
定
形
で
あ
る
。

三

この

段
階
に
於
て
、
先
ず
次
の
命
題
が
証
明
さ
れ
得
る
。
”

■ 

’ ：

U)

補
助
定
理

1

仮
定一

•

,

ニ

 

•

一、

三〜

六
の
下
で
、

(

i

.)

x ,

が
凸
集
合
で
あ
り
、

(

：

»

<
が
飽
和
消
費
で
は
な
い
、
.と
仮
定
す
る
0
 

国
民
所
得
のWelfare Implications

に
つ
い
て 

; 

五

九(

五
九)



产 

六
〇

(

六
〇)

こ
の
時
、
y
.'^
>
/
.5t
で
あ
れ
ば
、
強
シ
ト
フ
ス
キー

基
準
が
満
た
.さ
れ
る
。

証
明
強
シ
ト
フ
ス
キ
ー
甚
準
が
満
た
さ
れ
て
い
な
い
、

即
ち
'

w

の
或
る
興
分
配
を
行
う
こ
と
.に
よ
っ
て(

F

P(

々
^

^((

^
ン(

咬
.

2)) 

ガ
成
立
す
る
よ
う
な
経
済
状
態(

F

P
. (2//)).

が
達
成
.可
能
で
あ
る
、
と
'仮
定
す
る
。.
そ
■の
場
合
、
全
て
の
に
対
し
て
、

d
N
w成 

立
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
仮
定
一
• 

一
、
ニ

. 

一
、(

i)

お
よ
び(

：u)

は
仮
定
ニ
*

一
を
含
意
す
る
か(

R
、
全
て
の
€
に
対
し
て
2
3
.
«
l
、ll
v
せ
2
.
«
 

が
成
立
す
る
。
故

に

^

^

^

^

と̂
な
り
、
仮
定
に
反
す
る
。
 

M
 

こ
の
命
題
は
、
ヒ
ッ
ク
ス
が
実
質
国
民
所
得
の
増
加
を
定
義
す
る
際
に
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
強
シ
ト
フ
ス
キ
ー
基
準
の
充
足
を
以
て
_ 

質
国
民
所
得
の
増
加
を
定
義
し
、
2

?

/

v

^
«

と
同
時
に
^
«

〈

u

成
立
す
る

場
合
に
は
、
こ
れ
を
特
に
実
質
国
民
所
得
の「

明
白
な 

増
加」

と
看
做
し
た
。
更
に
、
'
♦n.
V
J
J
r
no
お
よ
び
：
 ̂

•
nJ
>

p
.M
l

が
成
立
す
る
場
合
を
彼
は「

明
白
な
減
少」

と
看
做
す
。
こ
こ
に
は
、
補 

助
定
理1

と
対
称
的
な
命
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。
.即
ち
、

補
助
定
理
ニ
仮
定
一
•
一
、
ニ 

•
一
、
三
丄
ハ
の
下
で
、(

i)

x f
が
凸
集
合
で
あ
.り
、(

"
u
l
Aが
飽
和
消
費
で
は
な
い
、
と
仮
定
す
る
。
 

こ
の
時
、
^

•n.
v

'

.
で̂
あ
れ
ば
、
弱
ヵ
ル
ド
ア=
ヒ
ッ
ク
ス
基
準
が
満
た
さ
れ
な
い
。

こ
の
命
題
の
証
明
は
補
肋
定
理
一
の
そ
れ
と
全
く
同
様
で
あ
る
。
ヒ
ッ
ク
ス
は
弱
ヵ
ル
ド
ア=

ヒ
ッ
ク
ス
基
繁
非
充
足
を
以
て
実
質
麗
所
得 

の
減
少
を
定
義
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
彼
は
^
.no
A
せ

2
4

1

お
よ
び
J
J
r
«
<
p
r
^

が
同
時
に
成
立
す
る
場
合
を
実
質
国
民
所
得
が
増
加 

し
た
力
否
か「

不
定」

の
場
合
と
看
做
し
、
A

.
^
v

'

s

lお
よ
び
J
J
r
«
l
v
:
p
r

«

が
同
時
に
成
立
す
る

場
合
を
社
会
の
構
成
員
の
選
好
体
系 

が
変
っ
た
場
合
と
看
做
す
。
然
し
、
こ
の
最
後
の
不
等
式
の
組
合
せ
が
選
好
体
系
不
変
の
場
合
に
も
起

り

得

る

と

い

う

こ

と

は

、

シ
ト
フ
ス
キ
ー
• 

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
が
無
矛
盾
的
体
系
を
構
成
し
な
い
と

い

う

事
実
に
よ

り

、

今

日

周
知
の
事

柄

と

な
っ
て
い
る
。

.

ヒ
ッ
ク
ス
は
上
の
よ
う
に
実
質
国
民
所
得
の
増
加
を
定
義
し
た
の
で
あ
る
が
、.
こ
こ
で
そ
の
定
義
の
意
義
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
特

に
 

経
済
的
厚
生
の
増
加
と
の
関
連
が
重
要
で
あ
る
。
先
ず
第
一
に
こ
.の
讓
に

於

.て
は
分
配
問
題
が
無
視
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
讓
さ
れ
た

実
質
国
民
所
得
の
増
加
と
経
済
的
厚
生
の
増
加
と
の
間
.に
厳
密
な
対
応
関
係
が
な
い
こ
と
.は
明
ら
か
で
あ
^
。
こ
の
事
実
は
定

義

上

の

重

大

な

欠
 

陥
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
実
質
国
民
，所
得
の
増
加
を
有
意
義
に
定
義
す
る
た
め
に
は
：、
そ
れ
が
経
済
的
厚
生
の
増
加
を
含
意
す
る
ょ
う
な
孩 

で
定
義
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
，と
は
何
ら
か
の
：形
で
分
配
問
題
を
考
慮
レ
な
け
れ
ば
な
ら
愈
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

■.四

先

す

.

.分
配
問
題
を
明
'1
7T
的
■に
考
慮
し
な
，̂
場
合
実
質
国
民
所
得
そ
.の
.も
の
の
増
加
を
_有
意
味
に
論
ず
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
た 

か
だ
か「

潜
在
的
な
実
質
国
民
所
得
の
増
加」

を
論
じ
得
る
に
過
ぎ
な
い
、
.と
サ
ミ
ュ
ニ
ル
ソ
ン
が
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
^1
2
但 

し
、「

潜
在
的
な
実
質
国
民
所
得
の
増
加」

と
は
第
.
2期
に
於
け
る
消
費
a；
2
に
固
有
な
効
用
可
能
性
軌
跡
が
一
様
に
ぜ
の
効
用
可
能
性
軌
跡
の
外 

側
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
め
宏
義
な
ら
び
に
上
の
•サ
ミ
ュ
エ
ル
.ソ
ン
の
主
張
は
、
分
配
問
題
に
関
す
る
価
値
判
断
を
留
保
す
る
場
合
に 

関
し
て
は
、
.受
け
容
れ
ら
れ
る
'べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ヒ
ッ
ク
ス
の
増
加
，の
定
義
、
即
ち
'
•■̂
>
'
.
«は

0;
2

の
効
用
可
能
性
軌
跡
が
ぜ
の 

現
実
の
分
配
状
態(

^)

の
近
傍
に
於
て
：a；
1
の
効
用
可
能
性
軌
跡
の
外
側
に
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
に
過
ぎ
ず
、

一、.齋
^
外
侧
に
あ
る
と
と
を
意 

味
し
て
は
.い
な
い
。

.ま
た
ヒ
ッ
ク
ス
が
'「

明
白
な
増
加」

：
と
言
う
た
.め
に
附
加
し
た
条
件
、

即
ち
y

i

o

r

lも

2̂
の

効

用

可

能

性

軌

跡

が
 

aj
1
の
.現
実
の
分
配
状
態
.

(

が
V)

の
近
傍
'で
a；
1
の
効
用
可
能
性
軌
跡
の
外
側
に
あ
る
と
い
う
情
報
を
加
え
る
に
過
ぎ
ず
、

一
様
に
外
側
に
あ

る

こ
と 

を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
実
際
、
ゼ
の
効
用
可
能
性
軌
跡
が
，一
様
に
が
の
そ
れ
の
外
側
に
あ
る
た
め
の
充
分
条
件
と
.し
て
知
ら
れ
る
も
の
は
、
 

以
下
に
示
さ
れ
る
ょ
う
に
、
no
lv
^

T
fe
D1
、
他
の
も
の
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
..

い
ま
、
集

合
L

f
 

{

(

^

l
-i
M

^
ll
A

A

+

s
お
ょ
び
；8

|

3
><)

3

1

/
を
定
義
す
る
。
^

が
連
結
氣《

ロ

)

で
あ
り
、
任
意
の
^

/e
X

•
に
対
し
て 

集

合
F

e

x

i

F认
1

/

}
と
F

e

x

.

Fr -
«

/

}が
兄
に
於
け
る
閉
集
合
で
あ
れ
ば
、

連
続
な
効
用
函
数
J?
i

n

:
 

x

i

wが
存
在
す
る

18

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
.従
つ
て
、％

川
?

)

な

る
^

)

4

武(

&

>

:

»

—

^

を
定
義
す
る
こ
と
が
で
訂)

、
そ
れ
は
遮
続
で
あ
る
。
こ
こ
で
没
は 

集
合
I

の
元
の
個
数
、
即
ち
消
費
者
の
数
で
あ
る
。

弘
に
ょ
る
议
の
.像
含(

！8
0
は

K
+
s
t
の
効5

P

可
能
性
集
合
と
呼
ば
れ
る
。

こ
こ
で
次
の
命 

題
が
得
ら
れ
城
。

国
民
所
得
の
琴
&
fa
y«)
J
S
B
c
a
t
i
o
n
s

に
つ
い
て 

六

一

(

六
一)
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i
 

i
 

1 
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. 

.
V 

( 

六
ニ 

.

(

六
ニ )

'定
理I. 

x
i

)

x
は
連
結
な
閉
集
合
で
あ
り
、
半
順
序
< 2
~.
の
意
味
で
下
方
に
有
界
で
あ
る
、

(

U)

任

意

の

气e
x
'

に
対
し
て
、
集
合 

と
、贫

><
|多

《

$

は

>
?に
於
け
る
閉
集
合
で
あ
る
、
.

(

迅
芽
£

は
^
.
:の
非
減
少
函
数
で
あ
り
、
少
く
と
も
一
つ 

の
$
に
対
し
て
は
蹲
加
函
数
で
あ
る
、
と
仮
定
す
る
。
こ
の
時
、

ぎ

f

 

Hは
v

§

u

备

)

を
含
意
し
、-
し
か
も
§

の
半
K 

.序M
i

の
意
味
に
於
け
る
：最
大
元
は
東
»

>
に
_
し
な
，い
。

M 

V 

, 

1

こ
こ
て
.
私
有
遵
経
済
.の
モ
テ
ル
と
.し
て
生
産
者
の
利
潤
が
屢
者
に
分
配
さ
れ
尽
す
場
合
を
考
え
、
生
産
者
i
の
消
費
者
.上
の

B
当
率 

令

I

と
.す
る
。
仮
定
に
よ
り
、
g

f1
.

消
費
f

の
初
期
保
有
資
源
を
I

る
と
、
そ
の
資
産
は
s

i

M

f

に
よ
っ 

^

義
さ
れ
る
。
仮
定一:

一
.お
よ
び
.仮

定

ー

ナ

：
一

の

卞

で

、

i

が
I

合
で
：あ
り
、
: ^
が
飽
和
消
費
I

い
場
合
、

定

と

‘な
る

か 

ら
、

と
.な
り
、
定
理
I

f
り
、
V

IV
A

は
客
効
用
可
能
性
軌
跡
が
一
様
に
.客
 

然 

し
：
e
lv
n.
と
L
ぅ
情
報
は
集
計
デ一

か
ら
は
与
え
‘ら
れ
な
い
も
'の
.で
.あ
'る
。

五
.
以
上
で
は
点
と
し
て
の
消
費
が
と
ぜ
を
比
較
し
た
.が
、
サ
ミrt.

キ
ル
ソ
シ
は
更
に
I
I
が
を
生
.ぜ
.し
め
た
一
一
つ
の
状
況
自
体
を
比
較
す
る 

こ
と
.に
大
V
な
る
意
義
を
：認
め
■て
い
る
。
こ
の
..二
つ
の
.状
況
は
ニ
点
が
お
よ
び
ぎ
.対
応
す
る
供
給
可
能
性
集
合
Y

1

+

Sと
Y
2
+
Sと
に 

よ
っ
て
叙
述
さ
れ
る
。
但
し
、J

g
Y

7

で
あ
る
.。
上
で
は
一
一
つ
の
経
済
状
態
1

,

1 

(

I

お
よ
び
I

,
 
S

に
っ
ぃ
て
§

と

S
 

を

固

定

て

^
あ
る
レ
丨
％
を
1
$分
配
す
る
.こ
と
に
よ
っ
て
' 

社
会
的
選
•好
：擬
順
序
S
に
い
.か
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
.か
を
問
題
に

し

た

が
、
こ
4

は

I

あ
る
い
は
§

1

れ
ぞ
れ
$

ぁ
る
ぃ
は
1

.

の
中
で
I

す
、
即
ち
盡
蠶
の
変
化
を
も
含
め
て
、
い
か

な
る
影
響
を
及
ぼ
.し
得
る
，か
直
る
こ
と
：が
麗
に
な
る
。
こ
の
'場
合
に
は
、
力
.ル
ド
.ァ=

ヒ
■ッ
ク
ス
基
準
や
シ
ト

フ

ス
キ
丨
基
準
の
定
義
一〜

四

 

を

讓

し

'直
し
|

論
を
進
め
れ
ば
よ
.い
。
例
え
ば
、
€

)

を

境

/

の
中
で
動
か
し
、
：
適
当
な
再
分
配
を
実
施
：す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

((

見
、

)

，
5

)

乂(

&
, 

€))

、が
成
立
す
る
よ
ぅ
な
経
済
状
態(

5

,
 (

5

>
が
達
成
可
能
で
あ
る
場
合
、
新
し
い
意
味
に
於
け
る
強
力
ル
ド

ア=

ヒ
ッ
ク
j

準

が

満

た

さ

れ

る

、

と

定

義

す

る

。

こ
，」：.

で
.
S

は
生
產
活
.動
の
仮
設
的
変
化
後
の
各
生
産
者
の
生
産
べ
ク
ト
ル
，の
.組
を
表

わ
し
、
F

J

は
生
產
変
化
後
に
更
に
再
分
配
を
行
な
っ
た
結
果
と
し
て
の
各
消
費
者
の
消a

c

へ
タ
ト
ル
の
組
を
表
わ
す
。
こ
の
よ
う
な
変
更
を 

施
し
て
議
論
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
実
際
に
は
大
き
い
困
難
が
あ
る
。
っ
ま
り
^

^
で
あ
れ
ば
ゼ
の
効
用
可
能
性
軌
跡
は
ー
様
に
1̂
の 

そ
れ
の
外
侧
に
あ
る
が
、v

に
対
応
す
る
供
給
可
能
性
集
合
づ
+
{
1
}がY

"
+

{
u

を
含
ん
で
い
る
か
否
が
.は
わ
か
ら
な
い
。
.
然
し
、

状 

況
2
の
効
用
可
能
性
軌
跡(％

の
そ
れ
で
は
な
い)

' 
が

-T
-
*様
に
状
況
1
の
そ
れ
の
外
側
に
あ
る
こ
と
を
保
証
ず
る
充
分
条
件
は
、
以
下
に
示
さ
れ
る 

よ
う
に
、

半
順
序W

,

の
.意
味
に
於
け
る
."5P

十
^
}
:の
最
大
元
が
、
い
.す
れ
も
.
づ

+

?

}

_に
属
し
な
い
'、
と
.い
う
こ
と
で
あ
る
。

S
 

‘

こ
こ
で
効
用
函
数
^((

&
,
?

)

¥

ぞ(

&

お
よ
び
社
会
的
効
用
函
数W

川

?((

&

,

?

)))

：
：
 

A

f

wを
定
義
す
る
。

私
に
よ
る
が
の
像
癸
>
0

は
状
況〜

の
□効
用
可
能
性
集
合
と
'呼
ば
れ
る
。
：

.

§
 

•*

定
理
ニ 

(

i)

x
は
連
結
な
閉
集
合
で
あ
り
、

半
順
序

<
1の
意
味
で
下
方
に
有
界
で
あ
る
、(

U)

任
意
：の

«
/
e
wに
対
し
て
、

集
合 

F€ 

x
f
F认i cc/}

と

Fe 

x
i
F
y
«
、},は
x
tに
於
て
閉
集
合
で
あ
る

、

(

；11
1)

^

&
は
ぬ

の
.非
減
少
函
数
で
あ
り
、
少
く
と
も
一
つ
の
^
に 

.対
し

て

は

増

加

函

数

，で

あ

る

，

(

IV) 

¥
は
閉
=
3集
合
で
あ
る
、(

>)

叫

-)
£
1
= { 0

}

で
あ
る
、
と
仮
定
す
る
。
こ
の
時

、

S

+
s

u

^

+
s 

で
あ
り
、
し
か
も
半
順
序VJI

の
意
味
に
於
け
るY

U
+
{
^
}

の
最
大
元
が
Y
H
+
?
}に
属
し
な
け
れ
ば
、

A
3
U
U
{
,
3 

v
^
p
,
ま
た
半 

順
序Mi

の
意
味
に
於
け
る
炙
A
d
の
最
大
元
は
k

A

-
に
属
し
.な
'い
。

こ
の
場
合
も
、
3

十
^
}
U
Y
-
+
ず
"
}と
"い
う
情
報
お
よ
び
一
.方
の
集
合
の
最
大
元
が
他
の
集
合
に
属
し
'‘な
い
と
い
う
情
報
は
集
計
デ
I
タ
か 

ら
は
与
え
ら
れ
な
い
。
 

'
 

. 

.

六
斯
く
し
て
、

.分
配
問
題
に
関
ず
る
価
値
判
断
を
留
保
し
た
ま
ま
で
は
、.
殆
：ど
有
意
味
な
結
論
を
.導
き
得
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
こ 

れ
に
'対
し
て
、
リ
h
ゥ
.ル
は
そ
の
価
値
判
断
を
明
示
的
に
導
入
し
た
場
合
に
、
経
済
的
厚
生
：の
.増
加
の
充
分
条
^
:
が
い
か
な
る
も
の
に
な
る
か
を 

示
す
。
彼
が
導
入
す
る
価
値
判
断
は
全
く
形
式
的
•抽
象
的
で
あ
る
が
、論
理
の
進
行
を
促
す
と
.い
う
意
味
に
.於
て
有
益
で
あ
る
。
彼
は
、
再
分
配 

や
補
償
が
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
仮
定
の
下
で
経
済
的
厚
生
め
増
加
が
推
論
さ
れ
る
の
.は
、
強
力
ル
ド
ア
=
ヒ
，ッ
ク
ス
.基
準
、強
シ
ト
フ
ス
キ
ー
基 

国
民
所
得
のWelfare Implications

に
っ
て
い 

• 

六

三(

六
三)

.



. 

六

四C

六
四)

準
お
よ
び
分
配
基
準
が
全
て
満
た
さ
れ
る
場
合
、強
力
ル
ド
ァ
“
ヒ
ッ
ク
ス
輩

と

分

麗

準
が
満
た
さ
れ
る
場
合
、
お
よ
び
強
シ
ト

フ

ス
キ

準
と
分
配
蒙
I

た
さ
れ
る
場
合
で
I

、

と
&

然
し
、強

力

ル

ド

ッ

ク

S

I

S

さ
t

l

保

証

す

る

情

報

は

一

ぶ

 

集
計
デ
|
タ
か
ら
は
与
え
ら
れ
な
い
.か
ら
、
経
済
的
厚
生
の
増
加
I

論
し
得
る
の
は
、

4

が
成
立
し(

従
っ
て
強
ン
ト
7 

J

I

S
 

準
が
満
た
.さ
れ
る)
、
そ
の
間
に
所
得
分
配
が
改
f

れ
た

と

判
断
さ
れ
得
る
場
合
の
み
で
I

。
ま
た
経
済
的
厚
生
の
減
少
を
響
^
^

同
様
の
I

に
よ
り
、
1

V

S

が
成
立
し(

従
っ
て
弱
力
？

ヒ
ッ
ク
ス
蒙
が
満
た
さ
れ
な
い)

、
分
配
が
悪
化
し
た
と
判
断
さ
れ
る
場
合 

の
み
で(

吣)

る
リ
ト
ゥ
ル
は
こ
れ
ら
の
推
論
を
行
う
際
に
、
経
済
的
厚
生
の
増
加
と
実
質
国
民
所
得
の
増
加
を
同

値

的

な

関

係

に

あ
る
も
の
と
考 

兄
て
I
る
こ
の
占
ハ
はa

 

.三
に
述
：へ
た
観
点
か
ら
見
て
納
得
し
得
る
。
但
し
、
麗
準
の
組
合
せ
に
対
す
る
帰
結
の
推
論
は
彼
が
考

え

て

、
 

よ
り
多
く
の
場
合
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。：
こ
の
結
果
が
第
一
表
I

さ
れ
る
も
の
に
な
る 

£

」

に
於
て
、
分
配
に
関
す
る
価
値
判
断
が
.基
本
的
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ヒ
ッ
ク
ス
が
こ
の
^
^
^

と
は
国
民
所
得
のW

e
l
f
a
r
e

 I
l

l
n

s

を

吟
味
す

る

と

い

'う

観
点
か
ら
言
え
ば
、

重
大
な
欠
陥
で
あ

る

と

言
わ
ね
、I

ら

な

い

。

そ

れ
 

に
詞
し
て
、
リ
ト
ゥ
ル
の
霸
の
意
義
、
ま
た
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
の
批
判
の
意
義
は
高

く

評

価

さ

れ

得

る

で

あ

f

。
.:
更

に

、
分

配

に

関

す

る

価
 

値
I

を

票

的

I

人
す
る

時
、
.匕
ッ
ク
ス
.が

「

明
白
な
増
加
I

い
は
減
少」

と

f

た
め
に
附
加
し
た
二
つ
の
不
等
式
' .
即

ち
 

3
?

只
.
と
せ

5
八
？
.
^は
何

ら

本

質

的

な

役

割

を

演

じ

な

く

な

る

七

い

う

こ

と

が

注

目

さ

れ

る

°

い
ま
、一

つ
の
特
殊
ヶ
丨
ス
と
し
て
第
I

の
分
配
が
最
適
で
あ
る
と
看
做
さ
れ
る
場
合
.I

目

す

れ

ば

、

次
の
命
題
が
得

ら

れ

る

。

定
理
三
仮
定 
一
•
一
、
ニ

こ
、

三
丄
ハ
の
下
で
、(

i)

豪
が
め
の
非
減
少
凹
函
数
で
あ
り
.、
•少
く

と

も

一

つ

の
グ
こ
対
し
て
ま
曾 

加
凹
函
数
で
あ
る
、

互

パ

r

ト
型
社
会
的
厚
生
函
数
w

=

l) 

f

の

擬

凹

證

で

賺)

た
だ
し
、
“

I

I

 

(

m)

管

期
 

に
於
け
る一

意
均
衡
価
格
ぎ
下
に
於
て
分
配
は
最
適
で
あ
る
、
g

全
て
？

に
対
し
て
ぎ
飽
和
消

費

で

は

な

い

、

(

V)

兄
は
凸
集
合 

で
あ
る
と
仮
定
す
る
' 

こ

の

時

せ

•於〉

；
^

1

は

第

^
期
に
於
け
る
経
済
的
厚
生
が
第
1

期
に
於
け
る
そ
れ
よ
り
高
い
こ

と

を

含
意
す

証

明

社

会

的

厚

生

震

を
顧

&)

と
表
わ
し
、E

(
l
m
a
x
{
w
(
s
)
l
M

ぞr 

f

}
を
定
義
す
る
。

集

合

G(
H

£

B

S

W

B

S

}

 

を
定
義
す
る
時
、
仮
定(

i)

お
よ
び(

：i
.に

よ

り

は

名

擬

凹

厦

.で
あ
る
か
^

§

は
鐘
合
で
あ
る
。
故
に
2

1通
る
支
寺 

超

平

面

f

i

3

が
存
在
す
る
。
と
こ
ろ
で
、：'外
部
効
果
の
不
存
在
と
い
う
基
本
的
仮
定
と(

i)

ぉ
ょ
び(

：u)

は
、
ち
ぎ
ド
で 

右
れ 
'は

顧

£

)

^
臭

ぉ

/))

と
な
る
こ
と
、

を
含
意
す
る
か
ら
、
こ
の
支
持
超
平
®
の
法
線
ベ
ク
ト
ル
の
は
非
員
べ
ク
ト
ル
で
な
け
i

.
 

な
ら
な
い
。
 

.

集

合

F

之

}
を
定
義
す
れ
ば
、
仮
定(

i)

に
よ
り
、
そ
れ
は
凸
集
合
で
あ
る
。
故
に
«
受
も
四
集
合
で
あ
%)

。
従 

っ
て
ぜ
を
通
る
支
持
超
平
面
{il
'

m

}
が
存
在
す
る
。
と
こ
ろ
で((

5
, 

€))

は
価
格
体
系
が
に
：̂

る
均
衡
で
あ
る
か(

f
、

S M
«

a

S M
x
i、

の
上
で
^

a
?

を
最
小
化
.す
る
。
従
っ
て
超
平
面
{色
^

0

;

=

^

5

.

は

«
><
*
>の
支
持
超
平
面
に
な
っ
て
ぃ
.る
。

.
こ

こ

で

S M
M
%
r
n
G

(

5

と
な
る
こ
と
を
示
す
。

任
意
の
ne
e

g

x

lを
と
れ
ば
、
%
⑴
2
ぞ
*
か
つ

«

*

IT
\

X

な̂

る(

さ
*)

が
存 

在
す
る
。
社
会
的
厚
生
函
数
は
。ハ
レ
丨
ト
型
で
あ
る
か
ら
、
w(

l

ぬ

W

S)

と
な
る
。
.

V

I適
に
分
配
さ
れ
て
い
る
と
い
う
仮
定
に 

よ

り

、

w(

s

i

(

5
v
.更
に
B(

f

の
定
義
に
よ
り
、
B

S

W

Iさ

^̂

上
で
示
さ
れ
た
関
係
お
よ
び
仮
定
o
m

)
〜

(
>
)

に
よ
り
、
G

S
の
支
持
超
平
面
f

j

i
}
の
法
線
ベ
ク
ト
ル
岁
と
が
は
一
致
し 

，.
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。
故

に

'

0

^
«
‘を
満
た
す
^
は

.0(

5

に
属
し
な
い
。

(

証
明
終
り)

七

.以
上
に
於
て
，'
分
配
麗
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
た
が
、
分
配
に
関
す
る
価
値
判
断
の
取
扱
い
は
全
く
形
式
的
で
あ
り
ぃ
無
内
容
な
形
に 

留
ま
っ
て
い
る
。〈

大
き
さ〉

と

〈

分
配〉

に
関
す
る
価
値
判
断
の
定
式
化
と
し
て
、
.
前
者
に
っ
ぃ
て
はr

。

ハ
レ
丨
ト
的
改
善」

.と
も
言
う
べ
き 

定
式
化
が
現
在
大
略
定
着
し
て
い
る
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
そ
の
.よ
う
な
も
の
'は
ま
だ
存
在
し
な
い
。

エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
.•ジ
ャ~

ナ
ル
誌
上
で
嘎 

所
さ
れ
た
.厚
生
基
:£
£
争
に
於
.“て
平
等
主
義
の
.定
式
化
が
試
み
ら
れ
た
が
、，
充
分
な
も
の
と
は
言
え
な
ぃ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
関
す
る 

国
民
所
得
のWelfare Implications 

.につ
い
て
' 

.:

N
玉

，

J
ヽ
五
ノ



c

: 

.
■
' 

. 

.

.

六
六.r

六
六) 

.研
究
が
泠
後
.の
：課
題
.と
し
T
残
さ
れ
る
.で
.あ
ろ
：う
。：
'
:
,し

：

,

.
:
'
'
;
^
^

.
'
.注(

^
:
'

)

0
產

：に

.'
^

!

响

1 «
!

&

$

形
の
価
篇
が
零
に
な
各
可
能
性
が
あ
り
、

ラ
ス
：パ
イ
レ
指
数
や
パ
丨
シ
ヱ
指
数
の
ょ
う
な
分
数
形
式
の
表 

現
が
無
意
味
に
な
る
可
能
性
が
含
ま
れ
る
。
然
し
、
分
数
形
式
を
使
用
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
本
質
的
な
欠
陥
で
.

な
パ
か
ら
’
以
ド
で
ま
使
^

し
な

、
。
 

.

(

4

 

.集
合
S

の
上
で
定
義
さ
れ
る
.一.一
項
関
係(

b
i
n
a
r
y

 

r
e
l
a
t
i
o
n
)

.
R
が
次
.の
性
質
を
満
た
す
時
、
そ
れ
は
擬
順
序
»

い
は
準
頂
チ
«
§
a

g
5-
0q
或
.、 

.'^
.
.
q
u
a
s
i
-
o
r
d
e
r
i
n
g
〉

':
と
呼
ば
れ
る
。
即
ち 

：

(

.
1

)

全

て

の

«
£Co
fc
対

し

て

(

反
射
律)

.

.

、'

(

H) 

.裊

が

つ

.言

で

あ

れ

ば

&

 (

推
移
律)

こ
の
擬
順
序
を
~7r
す
た
.め
に
•記
号
^
を
用
い
る
。
.
认
切
か
つ

2
/?a
8
で
あ
る
時
は
“〜

ド
と
書
き
、
り
认
切
で
あ
石
が
2
/认
8
で
は
な
い
诗
は
又
せ
■と
書 

....:<
,

«
汄
^
.
あ

る
--
1

.は

.

.

.

.
2/认
«

-£
:■
?
>_
>

は
そ
の
.両
方)

.

.が
必
ず
起
飞
時
.
.
.
.
そ
れ
は
^
擬
順
序" 、(CQmplete. p

r
e
o
r
d
s
n
g
)

と
呼
ば
れ
る
。
.
そ
う
で
な
い
場 

合
に
そ
れ
を
強
調
す
る
た
め
に
、
半
擬
順
序(partial 

p
r
e
o
r
d
e
r
i
n
g
)

と
言
う
こ
と
が
あ
る
。
本
文
に
於
て
用
い
ら
れ
る
ふ
の
経
済
学
杓
意
味
ま
次
の 

'

通
り
で
あ
る
。̂

认
へ
^

ば̂
消
費
者
ゼ
が
ぜ—
ょ
り
が
を
選
好
す
る
か
ノ
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
間
で
無
差
別
で
あ
る
こ
と
を
’

^
人
^

は̂
彼
が
-
^
ょ
り
ピ
を
厳 

密

に

.3
S
好
^
る
こ
と
.を
、
页

に

^〜
i

V
は
彼
が
そ
れ
ら
の
間
で
無
差
別
で
あ
.る
こ
と
を
示
す
。G

.
D
e
b
r
e
u
〔
4
〕
pu. 7

〜
9

を
参
照
。

C
3)

表

現

.

p
.
i
c
i

は
べ
タ
ト
ル
.の
内
積
、
即
ち
2

2

?

|を
意
味
す
る
。
：

.:

(

4) 

S

.
笹c

k
s
〔
1
1
〕
P
.
107. 

一 

- 

、

(

5
、

へ
ク
ト
ル
の
比
較
に
対
し
て
は
次
の
記
号
‘法
を
用
い
る
..
0

«
”(

ぉ)

と
す
る
時
、
2
JIV
«、
は
全
て
の
{

に
対
し
て
«
.|^
«
/
を
意
味
し
、
«
ゾ
' 

は

H
v«
、

か

,'
0

衫
扑
民
を
意
味
し
、
“
 

>

«は
全
て
.の
€

に
対
し
て
斧〉

斧
、
を
意
味
す
る
。
 

I

(

6) 

3

1

<は
集
合
&

の

直

積

を

意

季

る

。

(

7)

こ
.れ
は
広
い
意
味
に
於
け

る
条
件
、
即
ち
需
要
が
供
給
を
超
過
し
得
な
い
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

(

8)

こ
の
集
合
は
デ
ブ
リ
ユ
ー
がattainable 

states 

.

の

集

合

と

呼

ぶ

も

の

..の

拡

張

で

あ

る

。

G. 

D
e
b
r
e
u
〔
4
〕
p.76 

.を

参

照

。

(
9
)

こ
れ
は
ハ
レ
丨
ト
的
価
値
判
断
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
明
ら
か
に
半
擬
順
序
で
あ
^
。
こ
れ
が
半
擬
順
序
で
あ
る
こ
と
が
、
い
わ
ゆ
る
シ
ト
フ
ス
キ
！
 

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
が
無
矛
盾
的
体
系
を
構
成
し
な
い
こ
と
-の
理
由
で
あ
る
。

:

(

10)

カ
ル
ド
ア
=
ヒ
ッ
ク
ス
基
準
お
ょ
び
シ

.ト

.フ

.ス
キ
|
蕋
準
の
名
は
リ
ト
ゥ

ル
の
使
用
法
に
従
っ
て
い
る
。
然
し
、
リ
ト
ゥ

'ル
の
意
味
e'
の
カ
ル
ド
ア=

ヒ
ッ 

.

ク
ス
基
準
を
カ
ル
ド
ア
蕋
準
と
呼
び
、
.リ
ト
ゥ

ル
の
意
味
で
の
シ
ト
フ
ス
キ
ー

基
準
を
ヒ
ッ
ク
ス
基
準
と

呼
び
、
更
に

カ
ル
ド
ア
“
ヒ
ッ
ク
ス
基
準
と
シ
ト
フ

ス
キ
丨
甚
準(

い
ず
れ
も
リ
ト
ゥ
ル
の
豪
に
於
て)

の

合

成

を

.
シ

ト

フ

ス

キ

丨

基
準
と
呼
ぶ
学
者
も
い
る
。例
え
ば
、J
.
M
. 

H

i

m

 

a
n
d

 R
E
.

 Q
u
a
n
d
t

 

〔
1
0
〕

第
7
章
を
参
照
。

後
者
の
方
が
学
説
史
的
に
は
適
当
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

リ
ト
ウ
ル
の
使
用
法
が

広
く
使
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
®

わ

1
、
従
つ

て
こ
.こ
で
も
そ
れ
を
使
用
す
る
。

(

11)

全
て
のI

x
i

に
対
し
f

认
-ち
が
成
立
す
る
場
合
士
は
兄
の
飽
和
消
費
で
あ
る
、
と
言
わ
れ
る
。
p 

o

f
 

u
〔
3
〕
P.5SS-

あ
る
い
丈〔

4
〕 

pp. 54
〜
55,

を
参
照
。

(

12)

こ
の
命
題
の
証
明
はG. 

D
e
b
r
e
u
〔
3. 〕

P..71
.に
於
て
与
え
ら
，れ
て
い
る
が
、
便
宜
の
為
に
こ
こ
に
証
明
を
記
し
て
お
く
。

み
は
飽
和
墨
•.では
な
い
か
ら
‘
.
.
ぉ
、Y
i見
が
成
立
す
る
よ
*

rs

な
，r
4xi
の
中
に
存
在
す
る
。
仮
定
一
一
•ニ
は
ぉ
、o

が
せ
/
、
、IV
之
を
含
意
す
る
と 

V
う
仮
定
と
同
値
で
あ
る
/^
ら

特

に

“
/
、

e X
i

に
対
し
て％、、

が
成
立
す
る
時
に
、
不

等

式
^
H
/、ぎ

i"

が
導
か
れ
る
こ
と
を
示
せ
ば
よ
い
。
 

閉
線
分
^
い
^

-
上
の)

：
と
は
異
な
る
任
意
の
点
而

を
考
え
る
と
、
仮
定 
一
•
.一
 
に
よ
り
“ 

V

5

「

と
な
る
。
仮
定
.ニ 
•
一
 
は
ぉ
y

?で
がP

/

' 

Vぢ
、

を
含
意
；̂
る
と
い
う
來
定
と
同
値
で
あ
る
か
ら
％
•
«■>毛
が
導
か
れ
る
。
.d
/
i
は
ぬ
の
連
続
函
数
で
あ
る
か
ら
、
：
ぬ
を
艮
り
な
く 

W
に 

近
づ
け
た
極
限
に
於
て
は
^

i
/、l̂
も
と
な
る
。

(

13) 

J.K. H
i
c
k
s
〔11 〕

P
-
1
1
2.: 

V

(

14) 

p
.

 A
.

 

S
a
m
u
e
l
s
o
n
〔
3
0
〕
pp. 

6

 〜
11. 

•

(

15) 
ニ」

の
点
.に
関
す
る
詳
し
い
解
説
に
つ
い
て
は
福
岡〔

7〕

—
参
照
。
：
：
.
.
,ン

\

§

こ
の
命
題
は
初
め
サ
ミM

ル
ソ
ン
に
よ
っ
て「

も
し
4
会
於
て
点
於
け
る
よ
り
も
あ
ら
ゆ
る
財
が
多
く
讓
さ
れ
る
な
ら
ば
、
A
は
B
に
対

.

す
る
潜
在
が
实
質
国
民
所
得
.の
増
加
を
表
わ
す」

と
い
う
形
で
主
張
さ
れ
た
。.
つ
ま
り
充
分
条
件
は
.
W

1

.と
考
え
ら
れ
て
い
る
了p

 

> Sa
m
u
e
l
s
o
n

 

〔30 〕-p.13. 

. 

• 

' 

へ

. 

.

.

.

(

17)

或
る
集
合
S
が
、
共
に
空
で
な
い
ニ
つ
の
閉
集
合
の
直
'和
に
分
た
れ
得
な
い
時
、
そ
れ
は
速
結
集
合
と
言
わ
れ
る
。
入
江

§

九
〇
買
、
あ
る
い
，

H

 

p D
e
b
r
e
u
〔4 〕

P
.
15 

を
参
照
？ 

.
t 

' 

t

(S
)
：

速
続
な
効
用
函
数
の
存
在
に
関
す
る
こ
の
定
理
の
証
明
に
関
し
て
ばp

o
e
b
r
e
u

 

s pp. 5
6
〜
5
9

あ
る
い
はG. D

e
breu

〔2
〕
pp. 

I

f

1
6
5

を 

参
照
。
 

. 

. 

,

19)

於
は
沒
次
元
ユ
J
ク
.リ
ッ
ド
空
間
を
示
す
。

20)

証
明
に
.つ
い
て
は
附
録
を
参
照
。

'-:
'

(

21)

-
順
序
.(ordering)

と
は
擬
順
序
の
性
質
、
即
ち
反
射
律
と
推
移
律
に
加
え
て
、

.

C1U) 

力
つ
^a

で
あ
れ
は
只=2/

と
い
う
性
質
を
持
つ
二
項
関
係
で
あ
る
0
順
序
関
係
を
表
わ
す
た
め
；に
記
号
^
を
用
い
る
。
HII
V
せ
ま
た
は

H
IA
切 

の
少
く
と
も
一
方
が
成
り
立
つ
時
、
全
順
序
と
い
い
、
：
.
そ
う
で
な
い
時
'、
半
順
序
と
い
う
。

G
'
D
e
cr
-
'
r
e
u

〔4
〕
p
/
7,

入

江〔

15〕

ニ
四
七
頁
、
河
田
二1

一
,

ン
村
1

16〕

：
--
六
.丄
七

碁

照

。
；

」

、
ン
'

.

:

.

'

国
民
所
得
の.-welfare Implication̂

に
.つ
：い
.て
.、
 

, 1

ヽ
，じ

(

.く
七
.

)



第 一 表 36

1 2 3 4 5 6 7 8 9
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弱 K
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国
民
所
得
のWelfare Implications

に
つ
い
て

0
11)
全
て
の
ゴ
に
対
し
て
妁
が
1
上 

、

で

6
J
t
を
最
大
化
し
、

( ：s) 

丨
%
11
^
\
£
,
せ•^―

这
.
^
=

T
e
で
あ
る
時
、
価
格
体
系
P
に
対 

す
る
均
衡
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
C

36)

第

一

表
に
於
て
第一

行
か
.ら
第
四
.
 

行
ま
で
は
、強
力
ル
'ド
ア=

ヒ
ッ
ク
ス
銮 

準(

強
？

3

、
弱
力
-ル
ド
ァ
H
ヒ
ッ
ク 

ス
基
準(

弱
K

*

H)

、
強
シ
ト

フ
ス
キ 

I
基
準(

強
S)

、
弱
シ

ト
フ
ス
キ
ー
基 

.準

(

弱
S)

ガ
満
た
さ
■れ
る
か
否
か
を 

示
す
。
満
た
さ
れ
る
時
は
Y
、
そ
ぅ
で 

,
な
い
時
は
N

で
示
す
。
第
五
行
と
第
六 

行
は
純
粋
に
分
配
的
な
価
値
判
断
を
示 

す

.0
初

期

点
1̂
)

と

同

じ

効

用

可

能

性

軌
 

跡
上
に
あ
り
、
w

と
パ
レ
！
ト
的
比
較 

が
可
能
な
点
^

と
を
比
較
し
、
⑶

の
分 

配

が
1̂
よ

り

良

い

と

判

断

さ

れ

る

場

合
 

f
^
v
f
j
と
表
わ
し
、
無
差
別
な
場 

合(

^

)〜
(

見

、

)

と
表
わ
す
。
§

は
§

と 

同
じ
効
用
可
能
性
軌
跡
上
に
あ
り
、

M 

.と
パ
レ
ー
ト
的
比
較
が
可
能
な
点
で
あ 

る
。
各
列
は
社
会
的
厚
生
函
数
が
.パ
レ 

—

^
型

で

あ

る

と

い

う

仮

定

の

下

で

可

六

九(

六

九)

(
22)

'

こ
'の
命
題
もG

.

 

D
e
b
r
e
u
〔
4
〕
P. 

7
1

に
於
て
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
便
宜
の
為
に
、
こ
こ
に
記
し
て
お
く
。
 

3

定
義
に
よ
り
、

る
。
注

(

12)

に
示
さ
れ
た
如
く
、
さ

ダ

見

で

あ

れ

ば

、v

ぞ

r

4

で
あ
る
か
ら
、
：H

良

と

な

る

。

(

23)
こ
れ
も
初
め
サ
ミ
ュ
エ
ル
.ソ
ン
：に
よ
っ
.て

「

坐
産
可
能
性
函
数
の
外
側
へ
の
一
様
な
シ
.フ
.ト——

そ
れ
は
決
し
て
指
数
比
較
C
よ
っ
て
示
さ
れ
得
な
、
 

—

は
確
か
t

用
可
能
性
図
表
を
外
側
に
シ
フ
ト
さ
せ
る
に
ち
が
い
な
い」

と
V

形
で
述
べ
ら
れ
た
。p

.

 A
.

 

s
a

f

か

〕
p
.

に

4
2

^

(

24)

と
れ
は
社
会
的
厚
生
函
数
と
は
異
な
り
、
個
々
の
効
用
函
数
を
成
分
と

す
る
ベ
ク
ト
ル
値
函
数
で
あ
る
。
 

■

(

25)

証
明
.に
つ
い
て
は
附
録
を
参
照
。
 

-

(

26) 

A
は
:>
-次
元
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
空
間

5
5の
非
負
象
限
を
表
わ
す
。

即
ち
，Q
m
r
e
l
r
i

ll
v

s

.仮
定(

V)

は
投
A'
-
な
し
に
産
出I

あ
り
得

S
、
こ
と
を 

意
味
す
る
。
仮

定

9)

に
よ
っ
て
含
意
さ
れ
る

>
叫

.と
共
に
仮
定(

1¥)

は
規
模
に
関
す
る
収
穫
非
通
増
を
意
诛
す
る

：

.

(

27) 

I
.
M
.
D
. 

L
i
t
t
l
e
〔
2
2
〕
p
p. 

l

g

~ 

1
07
. 

.

.

:
 

■

§

 

L
M
.
p
L
i
t
t
l
e
〔 2
2
〕
p. 

2
2
6
:

 

' 

ir

29)

社
会
的
厚
生
函
数
は
そ
れ
が
個
人
主
義
的
で
あ
り
、
従

っ

て

f

s

と
書
け
る
時
、
次
の
性
質
が
満
た
さ
れ
る
場
合
に

パ
レ
丨
ト
型
で
あ
る
と
い 

わ

れ

る
.
個
人
の
.社

会

的

重

要

度

が

正

で

：あ

る

.、
即

ち

^
Iv
n.
■で
.あ
れ
ば
■ 

v

r

d

v

v

?

)

.
と
な
る
ブ
..

30)

一
 

般

に

/(

色

は

/
ぞ

土

1
丨
§

|^
每

)

+ (

1
丨
と
/(

&

を
満
た
す
時
、

$
の
凹
函
数
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
/

s

^

/

sを
満
ヒ
す
任
意
の
5

% 

に
対
し
て
/
an.
+(

l

-
と
^)

^
/(

«)

が
満
た
さ
れ
る
時
、

/(

«)

は

0;
の
擬
凹
函
数
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
但
し
、

こ
こ
で
o

t

-

r
 

.

31)

こ
の
憲
は
サ
ミ
ュ
ェ
ル
：ソ
ン
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
の
修
正
で

あ
る
。：
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
は
初
め
§

の
擬
凹
性
を
保
証
す
る
仮
定
を
明
示

し
な
か
っ
た
。
グ
ー
フ
丨
フ
が
こ
の
'•点
を
指
摘
し
、
サ
ミ
ュH

ル
ソ
ン
も
認
め
て
い
る
。P

.
A
.

 

S
a
m
u
e
l
s
o
n
〔 3
0
〕

p. 

29. 

J. 

d
e

 

V
.

 

G
r
a
s
〔

00〕

1

2

 

〜
1
6
3
.

 

P
.

 A
.

 

S
a
m
u
e
l
s
o
n
〔
3
2
〕
p. 

1
0
7
2
.

32)

.
こ
れ
は
次
の
ニ
つ
の
命
題
か
ら
導
か
.れ
る
。

命

題

1

灸

H
i
K

が

S

の
凹
函
数
で
あ
り
、
v

£

が
S

の
擬
凹
函
数
で
あ
る
時
、

((

ぉ)
)

は

£

の
擬
凹
函
数
で
あ
る
。

命

題

2

匀((

％)
)

が

«)

の
擬
凹
©
数
で
あ
れ
ぱ
3
«)

は
が
の
擬
凹
函
数
で
あ
る
。

こ
の
ニ
：つ
の
命
題
は
、T

.

 

N
e
l
i

〔
2
4
〕

に
於
て
述
べ
ら
れ
、
証
明
さ
れ
た
。
更
に
根
岸
：
§

四
六〜

四
七
頁
を
参
辑
。
 

.

§

こ
の
命
題
の
証
明
に
.つ
い
て
ほ
、
ニ
.階

堂

：

〔

胍〕

ニ
〇
五
頁
の
系
を
参
照
。
'

S

)

こ
の
命
題
の
証
明
に
つ
い
て
は
、

ニ

靈

§

 

ニ
〇
〇
頁
の
定
理
4

的
を
参
照
。

'

35)

.

経
済
状
態
.(

r

*)

，
.

(

5?
.
*

))

' 
は
、
 

：

，
...：

：：

.(

i)

全ての

.
&

対
し
て

ぬ
が
擬
順
序
ふ
の
意
味
に
於
け
る

r
6
x
d
;
p
.
a
;
i

l!A
;
p
4

}

の
最
大
元
で
あ
り
、
 

•



.

‘

七
〇
.(

七
P) 

'

能
な
価
値
判
断
の
組
合
せ
を
表
わ
し
'て
い
.る
.！
第
七
行
は
補
償
.や
再
分
配
が
木
可
能
.で
あ
る
と
い
う
仮
定
の
下
に
於
け
る

帰

結

で

あ

り

、
n

か
ら
n

へ
の
変 

化
が
経
済
的
厚
生
を
増
加
す
る
場
合
は
Y
、
減
少
す
る
場
合
は
N
.、
不
変
で
あ
る
場
合
は
I
、
不
定
の
場
合
は
？
と
表
わ
す
。
第

八

行

以

賞

.

 ̂

.
分
1

か
実
行
可
能
と
い
う
仮
定
の
下
に
於
け
.る
四
施
策
の
.順
序
づ
け
禀
し
て
い
る
。
1
.が
最
も
高
い
経
済
的
厚
生
を
.も
た
ら
す
。
l*
2
、
2.
3
、t
3*
4
は
■そ
れ
ぞ

• 

• 

•

'

h 
■

冚

消

費

財

経

済——

若
干
の
一
般
化——

：

丨

，

.

.

,
.,
v

”

.

. 

. 

.

.

.

. 

■

, 

.
 

.
 

.
 

.
 

...
 

■
 

'

I

前
節
で
は
I
.
ク
ス
に
従
い
、ん
比
較
さ
れ
る
両
期
間
に
お
た
り
社
会
の
：各
構
成
員
の
.選
好
体
系
が
一
定
不
変
で
あ
る
こ
と
を
仮
定
し
た
。
.
 

然
し
、：

こ
の
仮
定
は
不
要
で
あ
る
.こ

と

が

示

さ

れ

る

で

あ

ろ

う

。

実

曝

、
.
補

助

定

理

一

の

証

明

に

於
，て
仮
定
六
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

つ
ま 

り
、
，こ
こ
に
於
て
：I

I
期

I

好
体
i

問
題
I

れ
て
お
ら
ず
、
単
1

2
期
I

s

矛
盾
的
選
好
体
系
を
各
消
5

が
持
つ
こ
と
の
み 

が
要
求
さ
れ
て
い
る
の
で
'あ
る
。
従
っ
て
、
補
助
定
11
-
|
は
次
の
命
題
1
ょ

っ

て

置

き

換

克

ら

れ

得

る

。
：

I
.
- 

. 

- 

> 

(

^

ー
東
が
凸
集
合
で
あ
り
ノ
耳
W

が
和
消
費
で
は
な
い
、

と
仮
定 

す
る
0
こ
の
時
、
^

%〉

^

气
で
あ
れ
ば
強
シ
ト
フ
ス
ず
基
準
が
満
た
さ
れ
^
^
^

i
 

.
 V

の
或
る
再
雰
配
に
上
っ
て
、(

s

l

)

l

a

l

l
立
す
る
ょ
う
な
経
済
状
態(

5

,

1
:が
達
成
可
能
で
あ
る
と 

仮
定
す
る
と
全
て
の

I
に
つ
t
て

气

が

成

立

す

る

。
，
こ

こ

.で
選
好
擬
順
序
.或
は

第

2
期
の
そ
れ
、
即

ち

ふ
*
で

あ

るこ
と
に
注 

意
す
る
一
こ
こ
で
仮
定
さ
れ
た
強
シ
ト
7 K

キ
丨
基
準
の
非
充
足
ば
、
響

す

れ

ば

、
第
1
期
に
存
奮
し
た
財
を
再
分
配
す
る
こ
と
に
ょ
り
、

各
消
費
者
が
第
之
期
に
於

て

讓

に

享

受

し

て

'
い

る

効
用
水
準
と
少
く
と
も
同
じ
水
準
を
達
成
寸
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
意 

味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
証
明
の
残
り
の
部
分
は
補
助
定
理
一
の
そ
れ
と
同
様
で
あ
る
。

同
様
に
，
補
助
定
理
ニ
.の
代
り
に
次
の
命
題
を
得
る
。

ン

•
•■
;

.

 

,

補
助
定
理
四
仮
定

 
一
.
一
、
ニ

. P

三〜

五
の
下
：で
、；(

.
1

)

X.
,
が
凸
集
合
で
あ
々
、
，
ii
')

丨
而
が
飽
和
消
費
で
は
な
い
、
と
仮
定
す 

る
。
こ
の
時
、
y
.n.
v
p-r
H,
で
あ
れ
ば
弱
ヵ
ル
ド
ア
1,
ヒ
ッ
ク
.ス
基
準
は
満
た
さ
れ
：な
い
。
..
. 

.

. 

,
 

証
明
は
第
1
期
の
選
好
擬
順
序
の
み
が
問
題
に
さ
れ
る
こ
と
に
注
目
し
て
、
補
助
定
理
：三
と
同
様
に
行
え
ば
ょ
い
。
.
.
.
_

1
1

次
に
検
討
す
ベ
.き
問
題
は
、
人
口
.の1

定
性
に
関
す
，る
仮
定
で
あ
る
。.
グ
、ラ
ー
フ
.は
ヒ
，ッ
ク
■ス
め
命
題
を
整
理
す
る
時
に
、
こ
の
反
定
を 

S
T
h
e

 group r
e
m
a
i
n
s
,
u
n
c
h
s
g
e
d

ゴ
と
表
現
し
て
お
.り
、
単
に
人
口
一 

定
と
表
現
し
て
い
な
い
が
，、
適
切
で
あ
る
と
.思
わ
れ
る
。

こ
の
問
嗯 

は
比
較
さ
れ
る
二
つ
の
期
間
の
間
に
於
け
る
入
口
構
成
員
の
入
替
り
の
有
無
に
関
し
て
い
.る
か
ら
で
あ
る
。

:

:

ク
ズ
ネ
ッ
ッ
は
人
ロ
変
化
の
問
題
に
言
及
し
、
.;
次
の
ー
ー
つ
の
方
法
の
中
の
い
ず
れ
か
が
採
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
第
一
は
、
装 

.準
が
人
口
.
.の
変
化
に
対
し
.て
比
例
的
調
整
.を
施
レ
た
上
で
適
用
さ
れ
る
.ベ
.き
で
あ
る
、：
即
ち
、
一■人
当
り(per .capita) 」.

..，に
；
換

算

し

て

適

用

さ

れ
 

る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
'で
あ
る
。
第
.ニ
は
、
基
準
が
適
用
さ
れ
る
人
ロ
を
い
ず
れ
か
一
つ
に
特
定
化
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ 

る
。
例
え
ば
、.実
質
国
民
所
得
の
増
加
の
莲
準
は
大
き
い
方
の
人
口
に
適
用
し
て
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
' つ
ま
り
、大
き
い
方
の
人
口
に
対
し 

て

a；
1
を
.再
分
配
し
.て
"
そ
の
成
員
全
体
が
第
2
期
に
於
げ
る
の
.と
同
一
の
効
用
水
準
に
も
た
ら
，さ
.れ
得
る
か
杏
か
を
問
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
実 

質
国
民
所
得
の
減
少
を
問
題
に
す
る
場
合
は
小
さ
い
方
の
人
口
.に
適
用
し
て
考
え
る
.べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ク
ズ
ネ
ッ
ッ
は
述
.ベ
て
い(

¥
 

然
し
、
第
一
の
.方
法
、
即
ち
一
人
当
り
に
換
算
す
る
こ
と
フ
の
厚
生
迤
準
と
の
関
係
に
於
け
る
意
義
は
明
ら
か
で
は
な
い
：。
こ
の
方
法
に
於
て
. 

は
平
均
的
代
表
的
消
費
者
が
考
察
の
対
象
と
な
り
、
シ
ト
フ
■ス
キー

 

•フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
が
構
成
す
る
体
系
の
不
完
全
性
か
ら
生
ず
る
諸
問
題
は
初 

め
か
ら
考
察
の
対
象
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
第
一
一
の
方
法
に
つ
い
て
.は
、(

こ
れ
を
適
用
す
る
た
め
の
情
報
が
，
集
計
デ
ー
タ
か
ら
作
ら 

れ
る
上
の
諸
々
の
不
等
式
か
ら
、
':
必
ず
し
も
与
え
ら
れ
'な
い
と
い
う
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
実
^'
第
1
期
に
は
そ
の
社
会
に
存
在
し
た 

が
、
第

2
期
に
は
存
在
し
な
い
成
員
に
つ
，い
て
は
、
彼
等
に
対
..し
て
補
償
す
る
こ
：と
が
可
能
で
あ
る
か
：否
か
を
論
ず
る
こ
.と
は
無
意
味
で
あ
る
。
 

こ
こ
で
.の
.議
論
が
、
.そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
選
好
体
系
を
持
.
.つ
と
考
え
ら
れ
る
i

c
.s
:の
個
人
に
基
づ
く
も
の
.で
あ
る
腺
り
、
.問
題
の
本
質
は
数
字
と 

国
民
所
得
の
.

Welfare Implication

TO
に
つ
.い
て 

.七
'
.一
'

(

.
七
一)

194216



.

.

.

. 

七 
ニ

"'
匕 
ニ
.ノ

.

し
て
I

の

議

馨

蒙

こ

.
i

 

y

p

』

ず
、
：補
助
定
_

主

張

塵

五

ニ

お

よ

び

五

、

ニ

 

I

し
て
.線

^

^

、
ロ
 

•ノ
に
方
て
全
て
の
.ふ

つ

V
.て
，美

ゲ

ち

が

成

り

立

つ

こ

と

が

帰

雲

の

仮

霞

よ

.っ
て
導
か
れ
I

、
こ
の
1
が
P
の
元
m

こ 

s >
1

ら
I

.

る
。讓

に

v

を
消
f

疆

は

逼

し

、

に
つ
い
て
3

が
成
立
す
I

か
f

フ
ス
キ
丨

:

|

|
と
こ
ろ
J

る
か
ら
で
あ
る
9
こ
こ
.1

5

が
い
：か
な
る
も
の
.2

l

s

f
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
：て
、
補
助
定
理
三
こ 

於
て
蹇
五
が
不
要
で
I

こ
と
が
明
ら
か
.と
f

。’
故
に
こ
れ
は
次
.
S

 

■: 

^

.

す
補
助
定
理
五.

仮
定
：
 
一
' 

r 一' 

.ニ
、
一
、
三
、
四
の
下
で
、(

.
1

)
；

5

凸
集
合
で
あ
り
、
s
 . 

S

飽
和
震
で
は
な
ぃ
、
と
仮
定 

.す

る

.こ
の
時
、
导

)

之

1.

で
あ
れ
ば
強
シ
ト
フ
ス
キ
I
基
準
が
満
た
さ
れ
る
。

、
よ
ナ
：補
£ |
1

“

四』

し
て
_
同
様
で
は
な
、
.
こ
こ
で
は
補
償
の
可
能
性
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
が
、
補
償
の
対
象
は先

ず
；：.，

に
属
し
て 

し
,

更
に
補
償
力
変
化
後
に
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
P

S
し
て
い
な
け
てM

な
ら
ミ
、
と 

し

ぅ

卢

ヵ

注|

れ

る

つ

ま

り

補

償

の

対

象

は

；！
，
と

の

両

方

.

I
す
る
消
費
者
で
あ
る
。
こ
.の
こ
と
を
考
慮
す
I

、

一
 

つ
の
忖
U
勺
肢
定 

を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
補
助
定
理
四
か
ら
仮
臺
•
ニ
を
除
き
得
る
こ
と
が
明
ら
か
.に
な
る
。

.

f

、

一

つ
r

l

_

(

J M
助

一

、

ニ 

•
一
、

I

一
の
下
で
f

 

5

i

l

、

s
 

V

が
飽
和
消
費
で
は
な
く
、
 

(

：n)

SI
-

J

1

Iあ
る
、
と
仮
定
す
る
。
こ
の
時
、
t

>

5

.で
あ
れ
ば
弱
ヵ
ル
ド
ア
"
ヒ

輩

さ

れ

よ

、
。

証

明

補 

I

I

 r
n

l

 

で
あ
る 

i

。

T

 絮

を

-
I 

s

l

f 

S

S

が
成
立
し
得
f

の
と
霊
す
る
。
そ
I

、
全
て
の
/r

r
l

て

、

ま

へ

が

成

辛

る
. !
仮

定
3

 (

U

(

i)

、

0
11)

.
に
よ
り
、
全
て
の《

ホ 

H
i に
対
し
て 

y
.
^
、l^
'

.

と̂
な
る
* 
故
に
、
M

'
.
^
、l^
'

*

«更
に
，
«
'
.
^
、+
1
!
'
.
^
、
= 

2
3厂
«
だ
か
ら
仮
定(

ii
i)

に
よ
り
；̂

•
«|^
'

.

«と
な
り
矛
盾
が
生
ず
る
。
-

.

補
助
定
理
四
か
ら
仮
定
五
•
一
一
を
除
く
代
り
に
、
仮
定
五
'.
一
 

を
除
く
た
め
に
は
、
.
.補
助
定
理
六
の
仮
矩(

il
i)

.
と
対
^
^
な
仮
定
を
附
加
す
る 

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

補
助
定
理
七
仮
定 
一
•
一
、
一
一
.'
一
、
三
、
四
、
五
‘
ニ
の
下
で
、
，(

i)

x f
が
凸
集
合
で
あ
り
、(

ii)

T-
1
:が
飽
和
消
費
で
は
を
く
、
 

I
 

(

4

)

ii
i)

! M
^

^
Î
°
で
あ
る
、
と
仮
定
す
る
。
こ
の
時
、
/

•

«

>

^

4
で
あ
れ
ば
弱
ヵ
ル
ド
ア=

ヒ
ッ
ク
ス
.基
準
.は
満
た
さ
れ
な
い
。
 

証
明
は
補
償
の
対
象
が
.r

n
r
n
r

で
あ
る
と
と
に
注
意
し
て
補
助
定
理
六
と
全
く
同
様
に
さ
れ
得
る
。
然
し
、
こ
こ
に
於
け
る
仮
定
ii
i)
は 

■妥
当
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

三

‘第
三
に
考
え
ら
れ
.ね
ば
な
ら
な
い
間
題
ば
財
の
.種
類
の
変
化
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
第

1
期
に
於
て
存
在
し
て
い
た
或
る
種
の
財
が
第 

2
期
に
於
て
も
は
や
存
在
せ
ず
、
.そ
の
財(

例
ぇ
ば
#

r財
と
す
る)

の
価
格 

<
 
が
市
場
で
成
立
し
な
く
な
.っ
た
場
合
、
不
等
式
免
•
H
v
/
.
n. 

の
意
味
は
明
白
で
な
く
な
る
。：
 

'第
2
期
に
於
け
る
第
r
財
の
消
費
は
$

/

oで
あ
る
か
ら
ノ
へ
不
等
式
の
左
辺
は
、

2̂
が
'た
と
え
不
定
で
あ
っ 

て
も
無
限
大
で
な
V
限
り
確
定
的
な
値
を
と
る
が
、
乾

-H
-

o
.
で
あ
る
.か
ら
、

^
の
評
価
如
何
に
よ
り
、
：.，右
辺
は
任
意
の
値
を
と
り
#
る
。
従 

っ
て
、.
^
,の
評
価
が
甚
本
的
に
重
要
.̂
:
問
題
で
あ
る
。
 ゝ

こ
こ
で
、
第

2
期

に

第

，
デ

財

が

生

産

さ

れ

な

い

(

従
っ
て
消
费
さ
れ
な
い)

理
由
を
考
え
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
、
生
産
者
に
と
っ
て
第
デ
財
が
生 

産
す
る
に
価
す
る
と
考
え
ち
れ
る
最
低
価
格
於
が
、
消
費
者
に
と
っ
て
消
費
す
る
に
価
す
る
と
考
え
ら
れ
る
最
高
価
格
烘
よ
り
低
く
な
い
、
即 

ち

:prと
い
ぅ
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
' い
ま
、
^

r財
に
対
す
る
総
需
要
函
数
を
致
i

)

に
よ
'っ
て
表
わ
す
な
ら
ば
、\

の
評 

価
値
と
し
て
妥
当
な
値
は
一
川s

u
p
.
{
£

&

2
3
^
vj
?
v
o
}
,

.

で
あ
る
。
こ
こ
で
.
w
-J
I(

t)

は
第
2
期
に
於
け
る
資
産
分
配
状
態
を
示
す
。
w

の 

評
個
値
と
し
て
こ
の
，，1^.

を
.用
い
て
y
.no
v

^

«が
成
立
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
不
等
式
は
今
迄
と
同
じ
.明
白
な
意
味
を
持
つ
と
言
い
得
る
。.
こ 

.国
民
所
得
のwelfare. Implicatios

に
つ
い
て 

.

.

.
七
三
.
、
七
三)

.



I 

七

四(

七
四)

こ
で
特
に
i

は
妥
当
な
評
価
I

下
限
£

る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
：
財
S

類
の
変
化
の
問
f

し
て
は
、上
と
遊
S

は
存
在
し
な
か
っ
た
新
し
い
磨
の
.財
が
第00

期
に
於
て
経
済
に
導
入
.さ
れ
る
場
合
が
考
え
ら
..れ
.る
。
こ
の
財
を
；や
は
り
第
r
財
と
す
れ
ボ
ノ

■

が
不
定
に
な
る
0
'
こ
れ
は
不
等
式
へ
m

の
評
価
の
I

評
価
さ
れ
ね
.ば
な
I

い
が
、
，
そ
の
妥
当
な
評
価
値
の
T
狡
^

:

;

^
 

::ー 

沪
出s

u
p
r
F
c
;
p
\
s
>
c
}
:

と
.考
え
る
こ
と
が
で
き
る
0

こ
れ
ら
の
事
実
を
考
慮
す
る
時
、
補
助
定
理
五
お
ょ
び
六
^
於
て
、
仮
定
四
を
除
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

定
理
四
仮
定

：T
 
一；、
ニ
ー
,
一
、
三
の
下
で
、

(

.
1

)

X
, 

S
集
合
で
あ
る
、

$
 V

が
飽
和
消
費
で
ば
な
い
、
S)

第
I

I
丈 

存
在
す
る
が
、
第
為
に
於
て
は
存
在
し
な
い
種
類
の
財
デ
に
つ
い
て
は
、
評

価

霄

^

と
仮
矩
す
る
。
こ
の
時
、

蹩

i)

な
I

強
シ
ト
フ
ス
キ
.丨
基
準
，(

弱
f
 

,
'
定
理
五
：
仮
定
一
：

 ̂

(

i)

i

が
i

l

l

 

o
n

) 

i

飽
和
消
費
で
.は
な
い
、

@
 

'
S 
.第

1
期
に
は
存
在
し
'な
い

：
が

.
、
|

期

に

経

済

に

新

し

く

導

入

さ

れ

る

財

>
に
つ
い
て
'は
、
'評
価
価
格
ノ 

.と
し
て
：

^

,.
.
■
• 

'

I

f
 
s

>

3

.
を
用
い
る
、

と
仮
定
す
る
。

こ
の
時

J

g

i
 (

s

f

 5

な
ら
ば
弱
ヵ
ル
ド
ア=

ヒ
ッ
ク
ス
.
f

(

強
力
ル
ド
ア=

:

ヒ
：ッ
ク
.ス
基
準)

は

満

た

さ

れ

な

い

。.
：

.：
、
ン

丨 

i 

少
く
と
もI.

人
の
消
費
者
に
対
し
て
仮
定 
一

• 

.
二
が
満
た
，さ
れ
る
な
ら
ば
、
更
に
強
い
命
題
が
得
ら
れ
る
。

定

理

六

定
理
四
の
仮
宛
に
加
え
て
、
或

る

に

対

し

：：て
仮
定
.一
•.ニ
が
満
た
I

る
時
、一

之

啟

3

•气
は
強
シ
，ト
フ
.ス
キ—

基
準

の
充
足
を
.含
意
す
る
。
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.
I

証

明

ザ

を

：P

の
間
で
苒
分
配
す
.る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
全
て
の
5

に
対
し
そ
そ
、

成
立
し
得
る
と
_

す
る
：と
、
全
て
の 

こ

文

し

て

v 
.
f
ぎ

4

力
成
立
す
る
。
然
し
、
仮
定 

一
•
 

ニ

を

満

た

す

ダ

に

対

し

て

は

が

成

立

す

る

。
汝

に

、
も

Y

.M
«

と
な
り
仮
定
に
反
す
る
。
'

.

r

-

J

^

•

 

し

'
：
.
'

.

.定
理

七

.定
理
五
の
仮
定
に
加
え
て
、
或

る

A
m
I
r
に
対
し
て
仮
定
. 一
.
一
一
が
満
た
さ
れ
る
時
、
y

i
lh
/

^

iは
弱
ヵ
ル
ド
ア
"
ヒ
ッ
ク 

ハ
ス
签
準
の
非
充
足
を
含
意
す
る
。ヾ

-
7
.

ン
：
：ン

. 

:メ

-
',
,

証
明
は
定
理
六
の
証
明
と
同
様
で
：あ
る
f 

ノ 
ノ

-,

四•

第

1
期
の
分
配
状
況(

«
v

)

と
。ハ
レ
ー
ト
的
'比
較
可
能
に
な
る
ょ
ぅ
に
.が
を
仮
設
的
に
再
分
配
し
た
そ
の
分
配
状
態
を
会
3

と
し
、
 

同
様
の
意
味
で
W

を
'仮
設
的
に
再
分
配
し
た
も
の
を
：

(

«

0
と
表
わ
す
。
純
粋
に
分
配
的
な
価
値
判
断
に
ょ
る
評
価
を
：
ふ
で
表
わ
：す
。
次
の 

諸
命
題
は
.第
ー
表
の
考
慮
に
2
り
直
ち
に
得
ら
れ
る
。
' 

ィ

V 

;

定
理
八
定
理
四
の
仮
定
が
満
た
さ
れ
る
時
、(

i) 

^
 
$^

C

F

O

’

で
あ
る
な
ら
ば
、
経
済
的 

厚
生
は
増
加
す
る
。(

”
s

) 

y

.

w

^

«
か

.つ

.(

^
^
>
/
|?
0
か
つ(

«
じ
人
^

/、)

：で
あ
れ
ば
、
：経
済
的
_厚
生
は
增
加
す
る
。

定
理
九
定
理
穴
の
仮
定
が
満
た
さ
れ
る
時
、

î
t.か

っ

s

Y,fJか
.っ
：？

)

A

S

で
あ
れ
ば
、
経
済
的
厚
生
は
増 

加
す
る
。.

■
 

•

―

理
十
定
理
五

'の
仮
定
が
満
た
さ
れ
る
時
、
.(

i) 

か

つ

？

)

Y

,

C、

)

か

つ(

見)

认

賢

o
で
あ
れ
ば
、
.経
済
敗
厚
生 

.
は
減
少
す
る

。s
 

か
づ(

s

y

g

oか
つ
.(

&

人
^

で
あ
れ
ば
、
経
済
的
厚
生
は
減
少
す
る
。
.

定
理
十一

定

理

七

の

仮

定

が

満

た

さ

れ

る

時

、

か
っ
.？

)

ざ(

气

)

か
つ
；？

)

认

を
o

で
あ
れ
ば
、
経
済
的
厚
生
は
減 

少
す
る
'
。

- 

:

'注

1) 

J. de v.'.Graaff 〔
8' 〕

P
.
.
.
.
1
6
0
.
.
.

(

2) 

s. Ku
z
n
e
t
s
〔18 〕

pp. 

2
i
. 

• 

,

(

3)

lIC
は

I2
.
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全
集
合
と
し
た
時
の
r

の
補
集
合
で
あ
る
。

(

4) 

210
は
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全
集
合
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し
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で
あ
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国
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得
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I l l

七

六(

七
六)

.

, 

. 

•

:

.

.
w 

.
一
.般

的

経

済

.

.

.
：
.
.
.
.
'
.

| -
る

1 1
2 1

1
は
_

消
^

^

し

、

馨

そ

の

塞

め

フ

：

^

I

U

P
あ
p

l

l

f
し

5

義

U

、不
ッ
ッ
は
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
社
会
所
得
は
讓
に
よ
り
産
出—

望

出

総
計—

の

測

度
あ

り

、

究
極
的

な
i
 
i

産
2

l

f
 i
l
f 

警

餐

、_

n

 

—

 

D

i

、

そ

I

f

 

f

l
な
い
、
と
。

齡

“

詹

I

f

 

I
し
5

S

I

し

得

る

資
本
形
f

固
人
貯
蓄
以
ト
の
l

i

i

v

然
し
こ
の
I

に

次

の

よ

う

な

問

題

が

.生

ず

る

こ

と

を

彼

は

指

摘

す

る
。
第
一
に

、

才

、
ツ
は
、

へ
る
第
二
は
，
個
人
が
所
得
の
一
部
を
貯
蓄
す
る
場
合
に
彼
が
選
択
す
る

と

思
わ
れ

る

1

.

1

か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
貯
蓄
に
よ
づ
て
購
入
さ
れ
る

財

f/:

裳

」

財

価
格
と
数
量
を
V
力
に
評
価
す
べ
き

I I
:

l !
:
r
:
:
:

! !
u

靈
と
し
て
入
る
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
、
‘
1

そ
1
尤』

と
を
|

す
る
資
本
財
の
数
量
が
個
人
の
効
用
麗
の
中
に
直
接
、
独
立

^

 

れ
？
r
費
財
に
換
算
さ
れ
ね
ば
な
.ら
な
い
。
こ
の
換
算
は
生
産
證
と
生
馨
の
決
定

(

2)

行
動
を
媒
介
に
し
て
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
バ
ー
グ
ソ

ン
も
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
の
見
解
を
支
持
乙
、
資
本
財
の
価
格
と
数
量
を
使
弔
し
.て
、î/
v

 

'•«

が
成
立
す
る
な
ら
ば
、

シ
ト
フ
ス
キ
ー
基
準
が
満
た
さ
れ
る
、
と
主
張
す
る)

。
然
し
こ
の
場
合
に
、
•̂«y

.M
«

は
実
際
に
シ
ト
フ
ス 

キ
ー
甚
準
の
充
足
を
保
証
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
バ
ー
グ
ソ
ン
も
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
も
充
分
な
説
明
を
し
て
い
な
ハ
ゾ
こ
れ
を
確
か 

め
る
た
め
に
は
消
費
者
行
動
の
理
論
に
再
び
戾
ら
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

.

ニ 

..リ
ト
ゥ
ル
は
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
等
の
見
解
に
反
対
す
る
。
貯
蓄
の
決
定
と
は
そ
の
状
況
に
於
て
入
手
可
能
な
種
類
の
将
来
財
に
対
す
る
溝
買
力 

を
蓄
積
す
る
こ
と
の
決
定
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
採
用
し
た
方
が
、
.個
人
の
貯
蓄
決
定
の
行
動
の
意
味
に
一
層
近
く
な
'る
、
と
彼
は
述
べ
%)
。
皮 

の
見
解
に
よ
れ
ば
、
公
共
的
貯
蓄
は
考
察
の
.対
象
か
ら
除
外
さ
れ
、
.
.

所
得
総
額
は
消
費
財
.の
み
に
関
す
る
物
価
指
数
で
デ
フ
レ
.ィ
ト
さ
れ
る
べ
き 

で
あ
る
。
.然
し
、
.こ
の
点
に
関
し
て
も
充
分
な
説
明
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
.。.
彼
の
見
解
の
.中
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
貯
蓄
が
現
在
の
厚
生
に
寄 

与
す
る
と
考
え
て
い
ゐ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
寄
与
が
直
接
的
で
あ
る
か
間
接
的
で
あ
る
か
に
つ
：い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、；

い
ず
れ
に 

せ
よ
説
明
を
要
す
る
。
直
接
的
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
消
費
者
の
効
用
函
数
の
中
に
貯
蓄
が
独
立
変
数
と
し
.て
入
る
こ
と
を
意
味
す
る 

か
ら
、
そ
の
，選
好
体
系
が
説
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
.。
'こ
の
填
合
に
一
一
一
一
ロ
え
る
一
つ
の
事
は
、
こ
の
定
式
化
は
純
粋
に
静
学
的
な
体
系
の
中
で
は
説 

明
し
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
然
し
ノ
そ
の
寄
与
を
間
接
的
と
見
る
な
ら
ば
ノ
静
学
的
分
析
方
法
の
類
推
を
使
用
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

サ
ミ
ュ
エ
ル

ソ
ン
が
述
べ
る

よ

う

に

、

資
本
形
成
あ
る
い
は
，貯
蓄
が
そ
れ
启
体
を
究
極
の
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
将
来 

の
J
り
多
い
消
費
を
究
極
目
的
と
，

j

て
行
わ
れ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、：
効
用
函
数
の
中
に
独
立
変
数
と
し
て
入
る
ベ
き
も
の
は
、
貯
蓄
額
そ
れ
自 

体
よ
り
、/'
む
し
ろ
そ
れ
に
よ
っ
，て
.
可

能

に

な

る

と

予
想
さ
れ
る
将
来
財
の
消
費
量
で
あ
ろ
う
0
こ
の
場
合
、
消
費
者
の
行
©
原
理
は
、
計
画
期
間 

内
の
各
期
の
予
想
資
産
の
系
列
の
現
在
価
値
の
制
約
の
下
で
選
好
を
.満
足
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
'こ
の
縻
理
の
下
で
、

各
期
の
貯
蓄
額
お
よ
び
各
財
の
消
費
量
が
決
定
さ
れ
る
。
，こ
こ
.：で
財
を
期
間
別
に
定
義
し
、
価
格
も
割
引
か
：れ
た
現
在
価
格
を
用
い
れ
ば
、
前
節 

迄
の
議
論
が
殆
ど
そ
の
ま
ま
の
形
で
利
用
で
き
る
。
•注
意
す
べ
き
こ
と
は
次
の
ニ
点
で
あ
る
。.
第
一
は
、.
将
来
財
に
対
す
る
各
消
費
者
の
評
価
が 

国
民
所
得
.のwelfare Implications.

に
つ
い
て 

.
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f-
r

u

l
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外
n

? l
_

! t
2

; !
た

ょ

i

證

l

i

應

、

着

I

察

の

対

象

か

ら

除

る

。

即

の

方

I

I

I

し

い

概

念

の

性

質

で

あ

I

I

1

は
、

こ
れ
を

:

H

l!
II
I

r

 

f

 

f

 

れ

|

!

^

: 

、

h

y

n

u

o

h
c
u

u

n

g

M

雾

 

I

 丨

 

I

f

あ
る
い
は
葉
に
対
す
l

i

能
性

の

仮

定

可

能

戀

い

參

i

始

育

 ̂

.

.カ

ナ

N

者
の
よ
う
な
'
^

現
実
的
な
仮
定
を
置
く
よ
り
、
む
し
ろ
消
費
と
貯
蓄
が
直
接

比
較
可
能
に
な
る
た
.め
.の
伖
定
を
置
く
方
が
納
得
.的
で
あ
る
、
と
.リ

ト

ゥ

ル

は主
張
ず
る
。
：こ
れ
は
、
厚
生
判
断
の
議
論
.に
於
て
ど
こ
ま
で
個
人 

主
義
的
仮
定
が
貫
か
れ
る
べ
き
か
、
あ
る
い
は
消
費
者
主
権
を
認
め
た
議
論
が
ど
こ
ま
で
貫
が
れ
る
べ
き
が
、
と
い
う
問
題
に
関
連
す
る
。
後
者 

は
特
に
、
企
業
貯
蓄
、
•公
共
財
あ
る
.い
：は
公
共
支
出
等
の
問
題
を
考
え
る
場
合
に
重
大
に
な
る
。
以
上
の
分
析
に
於
て
ば
，
公
共
讨
ぉ
よ
び
公
共 

支
出
が
存
在
し
な
い
こ
と
、
経
済
は
各
期
.に
於
て
そ
れ
ぞ
れ
均
衡
し
て
い
る
こ
.と
、
生
産
.に
於
け
る
外
部
効
果
は
存
在
し
な
い
こ
と
が
暗
黙
裡
に 

佤
定
さ
れ
て
い
た
:0
こ
の
と
と
は
、
各
期
に
於
て
.。ハ
レ
ー
ト
最
適
が
実
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
含
意
ず(

M
。
こ
の
事
実
は
以
上
の
分
析
に
と
っ
て 

必
要
な
条
件
で
あ
る
。
然
し
、
有
料
公
共
財
'

 

無
料
公
共
財(

公
共
支
出)

等
の
存
在
は
こ
の
条
件
の
充
足
を
阻
む
か
ら
"

そ
の
場
合
上
の
分
祈
.

(

9)

は
適
用
で
き
な
く
な
る
。
こ
の
場
合
も
、
私
的
財
の
消
費
と
公
共
財
の
消
費
を
直
接
比
較
し
得
る
よ
う
な
方
法
が
あ
れ
ば
、
問
題
は
简
単
に
な
る 

で
あ
ろ
う
。
然
し
、
現
在
ま
で
に
建
設
さ
れ
た
微
視
的
経
済
理
論
の
枠
内
で
そ
の
よ
う
な
方
法
は
見
出
さ
れ
な
い
。

四

最

後

に

、
次
'の
問
題
に
注
意
を
払
っ
て
お

く

と
と
は
有
意
義
で
あ
ろ
う
0
以
上
の
分
析
に
於
て
、
価
値
判
断
に
関
す
る
目

バ
体
的
仮
定
と
し 

て
は
終
始
パ
レ
.
|

ト
型
社
会
的
厚
生
函
数
が
前
提
さ
れ
て
き
た
。(

こ
れ
は
個
人
主
義
の
仮
定
を
含
意
し
て
い
る
が
、
価
値
判
断
の
仮
定
と
し
て
は 

か
な
り
弱
い
も
の
で
あ
る
。
.そ
れ
に
対
し
て
、̂

実
判
断
に
関
す
る
仮
定
と
し
て
は
第
n
節
で
設
け
ら
れ
た
よ
う
に
強
い
仮
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
 

第
^
節
に
於
て
は
仮
定
の
若
干
の
緩
和
が
試
み
ら
れ
た
が
、
外
部
効
果
の
不
存
在
、
公
共
財
：の
不
存
在
、
完
全
競
争
の
よ
う
な
板
定
は
除
き
得
な 

か
っ
た
。
即
ち
’
価
値
判
断
に
.関
し
て
.は
極
く
弱
い
仮
定
に
留
め
、
事
実
判
断
に
関
し
て
は
強
い
仮
定
を
置
く
と
い
う
立
場
が
と
ら
れ
た
。

然 

し

、

こ
の
，立

場

は

1

体
い
か
な
る
意
義
を
持
つ
で
あ
ろ
う
.か
。
こ
の
態
度
が
決
定
的
に
優
れ
て
い
る
と
は
言
い
得
.な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
経
験 

科
学
.は
倫
理
的
主
張
を
な
し
得
な
い
と
い
う
方
法
論
上
の
立
場
を
承
認
す
る
と
し
て
も
、
事
実
判
断
に
関
す
る
仮
定
を
弛
め
て
、
逆
に
価
値
判
断 

を
仮
設
的
に
よ
り
具
体
的
に
定
式
化
し
、
'そ
の
■帰
結
を
吟
味
す
る
と
い
う
こ
：と
は
認
め
ら
れ
、
ま
た
意
義
あ
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
然
し
、
演 

.繹
的
研
究
の
進
展
は
、
或
る
明
確
な
帰
結
が
い
か
に
弱
く
一 .

般
的
な
仮
定
か
ら
推
論
さ
れ
る
か
を
示
す
と
.い
う
こ
と
に
於
て
評
価
さ
れ
る
か
ら
、
 

価
値
判
断
に
_
す
る
仮
定
を
強
く
す
る
と
い
う
こ
.と
は
可
能
な
限
り
避
け
る
よ
う
努
力
す
べ
き
で
あ
ろATS。

.

こ
の
意
味
に
於
て
、
不
完
全
競
争
、
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れ
る
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し
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於
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a
m
u
e
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D. c. 

H
a
g
u
e
〔 9
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y

結

s c

以
上
、
崖
所
得
と
経
済
的
厚

f

関
f

つ
.い
I

.察
し
て
き
た
が
、
•少
く
と
も
こ
こ
で
用
い
ら
れ
た
分
析
手
法
f
 

 ̂

g
 

w

y

m

r

さ
れ
な
い
、
と
い
ぅ
こ
と
が
明
ら
I

れ
た
。
こ
の
結
論
の
I

、
然
し
、
H

I

要
が
あ 

が 

f

 

B

h
! t
! l

_

i i
j l

^
^
^
^

肺
格
で
評
価
し
て
匕
陵> 

ざ

1'
■ 

?

打
f
の
.変

ィ

，
の

重

を

無

視

し

得

る

：
な

ら

ば

、

.
社

会

の

私

的

消

費

総

計

を

或

る
 

念

ぅ

'

第

冚

节
1 ^

、

f

 

曝
て
あ
る
可
能
性
は
残
さ
れ
て
い

'る
。
，

こ
の
ょ
ぅ
I

I

第
n

節
の
讓
論
が
依

然

と

し

て

有

用

で

I

I

 
-

!
■ 

A
.
P
I
O 

-
1

^
 

M

S

I
 

-

れ
た
。
こ
の
一
般
化
も
そ
の
場
合
に
有
用
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
 

：，，

社

会

会

詰

■

捉
さ
れ
た
国
民
所
得
が
経
済
的
厚
生
と
明
白
な
関
係
を
持
た
な
い
と
V

上
の
結
論
の
意
味
の
中
で
特
S

要
な
.
よ̂
、
續 

IV
節
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
貯
蓄
を
考
慮
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
可
処
分
所
得
を
何
ら
か
の
指
数
で
デ
フ
.レ
ィ
ト
し
て
評
価
す
る
こ
と
と
は
別

の
 

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
現
在
の
分
析
技
術
の
段
階
で
は
へ
こ
こ
で
個
人
主
義
的
仮
定
へ
の
依
存
が
一
つ
の
限
界
を
形
成
す 

る

然

し

、
こ
の
こ
と
は
、
ビ
グ
ゥ
あ
る
い
は
ヒ
ッ
ク
ス
.に
よ
-っ
て
始
め
ら
れ
た
経
済
的
集
計
量
の
厚
生
含
意
の
探
究
へ
の
努
力
を
全
く
無
意
床 

で
あ
る
と
す
る
結
論
を
導
く
に
は
充
分
で
な

い

。

こ
の
困
難
は
単
に
分
析
技
術
の
若
発
展
性
に
基
づ
^
て
い
る
と
い
う
可
能
性
が
大

い

に

あ
る
か 

ら
で
あ
る
。

附

録

定
理
.一

の

証

明

叉

«)

の
任
意
の
元
？
に
対
し
.て

H

*

)
)

を
.満
た
す
5

 

が
存
在
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
は
f

r

n

x

,
 

お
よ
び

u
«
*叭
氕
+

iIA
^

+eM
が
成
立
す
る
か
ら
、
W

は
炙

«)

に
属
す
る
。
故
に
炙
«)

0
<
8
0 ?
.
. 

E 

X

は
閉
集
合
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
直
稹
、,

も
閉
集
合
で
あ(

只
。
ま

た

P 

.
は
"
輩
空
間
の
共
通
部
分
で
あ
る
か
ら
、
.閉
集
合
で
あ
る
。
 

そ
れ
ら
の
共
通
部
分
と
し
て
の
孜
|も
閉
集
合
で
あ
る
0

以
下
、
Be
が
有
界
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

>(

哀

)n
A
L
i
o
}

ど
な
る
こ
4

示
せ
%
ね

)

。
と
こ
ろ
が
I

X) 

n

 

A
I
/
c

E nA
x
i
n
A
I
Z

で
あ
る
か
ら
、
後
者
が

{0
}

に
等
し
く
な
る
こ
と
を
示
せ
ば
充
分
で
あ
る
。
な

おA
L
f

 

{
F

)

l

m

o}と
な
る
か
ら 

翁

局「

全
て
の
.
i
対
し
て
だe

A
X
i

か
つ||

狀
0

な
ら
ば
、
全
て
の
ゼ
に
対
し
て
斧"

0

と
な
る」

こ
と
を
示
せ
ば
よ
い
。

x £
は
下
方 

に
有
界
で
あ
る
か
ら
、

x

,

f

T
 

n

な
る
ベ
ク
ト
ル
の
が
存
在
す
る
。
然
し
、A

X
,
C
A
(
£
+
x
l
)
=
A
n
=
n

で
お
る
か(

¥

ミ

贫
 

に
突
し
て
は
ゐ0

となる。
こ
の
的
が

.

¥
坠
を
満
た
ざ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
、

全
て
？

に
対
し
て
ぉ=

0

と
な
る
。
故

に

毘

有 

国
民
所
得
のwelfare Implications

に
つ
い
て 

■飞
ム
.
へ
'
ー
ノ



界
で
ぁ
る
。
斯
く
し
て
孜
は
コ
ン
パ
ク
卜
に
な
ゐ
。

V 
.

コ
.ン
パ
ク
ト
な
集
合
の
上
で
定
義
さ
れ
た
連
続
な
実
数
値
函
数
は
最
大
値
を
有
し
、

コ
ン
パ
ク
ト
集
合
の
述
続
写
像
に
よ
る
像
は
コ
ンパクト
 

.で
あ
る
か
ら
'.
'
夭
«)

、.は
.コ
.
.ン.パ
.グ
.
'ト'で
あ
り
、
最
大
.元
を
有
す
る
0

.

.
い
ま
、
w(

w

>'
の
任
意
の
最
大
元
双
を
考
え
る
と
、
约
H

F

F))

を
満
た
す
；

(

s

€

W

が
存
在
す
る
。
以

下

M
l̂
i
n
y十

^

と

な

る

こ

と

を 

示
す
。

a-
M
«l
iIA
%

+

vで
あ
る
と
仮
定
す
る
と
、
或
る
財
ゲ
に
対
し
て
.
2«'
>
<^.
+-
气
と
な
る
か
ら
、
M

F

r

+

?

)

=
=

》

％
+

S/

を
満
足
す 

る
ク
>
>
?
^
1

)

が
存
在
す
>̂
-
。
少
く
と
も
一
つ
の
^
に
対
し
て
は
0
;
\そ̂

が

？
^
\)

>
ぞ(

？
0
を
含
意
す
る
か
ら
、
.̂

、F
、

)

<

W

F

、
+ 

S

々) 

と
な
る
。
こ
れ
は
双
が
益(

B
D

の
最
大
元
で
あ
る
こ
と
に
反
す
る
。
故
に
、
M
«l
i
H
^
+.̂
. ’仮
定
に
よ
り
、
%

+

sIA
n,
十
S
.

で
あ
る
か
ら
、
 

忍
は
纪(

«)

に
属
し
な
い
。(

証
明
終
り

)

.
：

以
下
、
定
理
ニ
の
証
明
を
行
ぅ
が
、
そ
の
準
備
と
し

て

、

集

合

{

((

&
,2/

)

M
ぉ
4

II
/

V

Sお
よ
び
つ
川(

n
x

し
X

Y

3

K

-
を
定
義
し
、
 

更
に
泛
、

((

&
知
¥
ぞ(

«
し
お
よ
び
气
且
％、

((
&
5s)
：r
f
R。
を
定
義
す
る
。
こ
の
時
、
先
ず
次
の
命
題
が
証
明
さ
れ
得
る
。

補
助
定
理
八
炙

A

f
气(ro 

,

証

明

气(
r
o

の
任
意
の
元
ft
7
を
と
れ
ば
、

a
、"(

v(
s

,

5

)

を
満
た
す(

s

,

5
ら

が

存

在

す
る
。>

 
の
定
義
に
よ
り
、
£

广£
\ 

5) 

J

F

0

)

ま

た

y

=
^ m
y
,
.だ
.か
ら
、
7

^

へ

を
満
た
す(

s?
o
e
3-
Y
iが
存
在
す
る
。0

の
定
義
に
よ
り
、(

.

o

Y

?

(

F

p 

e
/)))

.
後
者
は
A

3

の
元
で
あ

る

。
故

に
气(

p)

n
炙
>
v>

次

に

^A
0

の
任
意
の
元
,
を
と
れ
ば
'
%

A奚

«
3
,

(

^)))

を
満
た
す((
&
,
?
*

)

V

A

“が
存
在
す
る
。
定
義
に
よ
り(

芝((

5

,(

5

)) 

AffJで
あ
る
。

と

お

け

ば

づ

で

あ

る

か

ら

、(

灸

B
%

)
¥

r
、

((

&

%)

x
气(

r
o
.

従
っ
て
良A

O
P

、(ro.'

定
理
ニ
の
証
明
補
助
定
理
八
に
よ
り
、
气(

P
)

: '

に
つ
い
て
考
え
れ
ば
よ
い
。

气(
P
)

の
任
意
.の
元
が
に
対
し
て
今
=
?
、

((

§

)
)

を
満
た 

す(

s

h

x

nが
存
在
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
sy
n

,

 

s

s

x

i

ニ
巾

^
,が
、成
り
立
つ
。
な
お
め
+
e
l
m
Y
ド+

8
ド}であるか

■々

*;
春

羞
 

、
 

.

i

:

I 

ら
仮
定
に
よ
り
め
十
e
-
e 

Y

-

+

s

r3
2
/
^
H
-
e
r
e
2

と

お

け

ば

«
か
ー
め
叭
^

で
あ
る
か
ら
、
.
2か
ー
？/川
1
1か
|
め
丨
^

+

^

趴
 

s

r

e

f
 

2
H
S
•

故

に((

か)

^

.
爪
つ
.

従
っ
て
?
、

(

s

^)

x

<(

3
. 

V
の
定
義
に
よ
り
、

(

さ
、意

き

=(
泛
、

((

か)

，
§

で
あ
る
か
ら 

今

€
气(

3

.
故
に
气
3)

门
气(

3

.

r

が
有
界
に
な
る
こ
と
を
以
下
で
示
す
。
そ
れ
に
はn

A
x
i
x
A
Y
"
n
A
K
"
=

 { 0
}

を
示
せ
ば
充
分
で
あ
る
。
然

し

A
K
?
=
{

((
e
,
2
/

)

l
M»
1 

y

論

で
あ
る
か
ら
"
*-
1
!全
て
の
ミ
に
対
し
て
f 
 ̂

 ̂
 ̂

か

つ

M
3?
l^
ド
な
ら
ば
、
全
て
の
.
1
に
対
し
‘て

J?
=

o
か

つ2
/
=
o

と
な 

•

る」

こ
と
を
示
せ
ば
よ
い
0
定
理一.

の
証
明
に
於
て
、
既
に
全
て
の
さm
A
x
i

に
対
し
て
は
.
l̂l
v

o
と
な
る
こ
と
が
：示
さ
れ
■■た
o
. 

:
Y 4
は
.o
を
含

む
閉
凸
集
合
で
あ
る
か
ら5

t
n
Y
K

ま

た

^

d

^

h

o

)

で
あ
る
か
ら
、2/如

0

•
.
.他

方

«
|̂
/

0
で
あ
る
か
ら
、
-«
«
!^
0
.更

に

M
$
八
ド
で

s 

S 

I

あ
る
か
ら
、
P
Q
.
故
に
、y

=
Q
.

従
っ
て
、
«
ぞ
叭
0
.故
に
全
て
の
ぜ
に
対
し
て
斧=

0

と
な
る
。

P
が
閉
集
合
で
あ
る
こ
と
■は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
結
局
广
は
コ
ン
パ
グ
ト
に
な
る
。

故
に
癸
、

(

3

は

コ

ン

パ

タ
ト
で
あ

り

、

最
大
元
を
有

す
る
。
い
ま
气

(
r
T

の
任
意
の
最
大
元v

を
考
え
る
と
、
<

=

?

、

((

S

B)

を
満
た
す(

S

S
巾
つ
が
存
在
す
る
.。
先
ず
、
^

2

1

と

.

.
S 

■

な

る

こ

と

は

定

理

■
一

 

の
証
明
と
全
く
同
様
に
示
さ
.れ
得
る
。
：従
っ
で
以
下
で
は
1沒
が
¥2
の
最
大
元
で
あ
る
と
と
を
示
す
。
そ
ぅ
で
な
い
と
肢
定
す 

る
と
％
+
ミ

4

を
満
允
;^
-
0
.で

な

い

非

嗔

べ
ク

ト

ル
5
IV
0
が
存
在
す
る
。
M

f

5

,タ
Iv
o
と
な
る
よ
ぅ
忆
あ
を
定
め
れ
ば
、(

％
、

(

F

+
S
,

s

x

v

(

3

で
あ
る
。
少
く
と
も
一
つ
の
へ
、
ニ
に
対
し
て
は
气
x(

f
 

f

 

)

y

、
A

(

s

s
と
な
る
か
ら
、
こ
の
事
実
はV

が

.气
3

の

.':
> 

. 

. 

• 

- 

, 

•

最
大
元
で
あ
る
と
い
ぅ
仮
定
に
反
す
る
。
故
に
'
-汉
は
^
|の
最
大
元
で
あ
る
。
故
'に

^.
+
^
.
.
は

3
+
{
^
}
'
の
1
大
元
で
あ
る
。
従
っ
.て
仮
定
に
よ 

•
、

.

り

知

+
^
xr
)
r
Y.+
{
eデ
こ

こ

で2/

川
切
+
e
r
s
l
と
お
け
ば
^
Y

V

Mか
l
2
/
=
s
r

と
な
る
こ
と
は
容
篇
に
計
算
さ
れ
る
。
故
に(

?)

，

2
/
)

.^: 

従
っ
て
气
复P

)
.

斯
く
し
て
“
、3

の
任
意
の
最
大
元
が
^(

P
)

に

属

し

な

い

こ

と

が

示

さ

れ

た

，。

(

証
明
終
り)

上
の
ニ
定
理
か
ら
次
の
諸
系
が
導
か
れ
る
こ
と
は
そ
の
証
明
過
程
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
：

系

一

定
理
•
.一
の
仮
定
の
下
で
、
y

+

e政

{

气
で
あ
れ
ば
良
«)

乂

3

^

, 

国
民
所
得
のWelfare I

m
p
l
i
c
a
t
i
l

に
つ
い
て 

へ

三

、
'
三)



, 

八

四

(

八

四)

系

ー

7

ー
 

定
理
ニ
の
仮
定
の
下
で
、
1
十̂
{
5
:
3̂
+
{̂

}で
あ
れ
ば
、'运

>
0?
1
:
^

(

そ)

で
あ
る
。

系
1

71
1

定

理
■ニ

の

仮

定

の

下

で

、T
M
+

 
$

の

最

大

元

が

Y
H
+{
e
H
}に
属
し
な
け
、れ

ば

、
A

3

の

最

大

元

は

太A
0

に
属
し

t
、
。
 

注(

1)
こ
の
命
題
の
証
明
に
つ
い
て
は
入
江〔

15〕

/
七
五
頁
を
参
照
。

(

2)

こ
こ
でA

S

は
集
合

S
のa

s
l
t
o
t
i
c

 
|

で
あ
る
。
ニ
«

|

.

|

^

{

£

}と
し
、
4

非
負
の
実
数
と
し
て
集
合
^

⑴
r

I

l

i}
を
定 

義

す

る

が

を

含

み

頂

点
o
を
持
つ
最
小
の
閉
錐
をc

(
s
*
)

と
す
る
時
、
Sの

asymptotic c
o
n
e

は
A
s'l
l
in
o
s
*

)

と
定
鴿
さ
忏
る
。

?

)

へ
ほ
次
の
定
理
が
,

わ
れ
て
い
る
。
即

ち

「

或
る
集
合
の
共
通
部
分
が
有
界
で
I

た

め

の

瓦

分

麵

は

各

集

合

のa
f
p
t
o
t
i
c
c
o
n
e

の
共

(

4)
「
1

般
に
si
が

5

.
の
部
分
集
合
.で
あ
れ
ば
、
A

a

s

c

n

A

S
，
■
で

あ

る

J
.

と
い
ぅ
定
.理
.に

よ

る

。
：

(
L
O
)

こ
こ
で
は
定
理

「

S
が

R w
の
部
分
集
合
で
あ

り
：̂

&
"に
ー
於
け
る
ベ
ク
ト
ル
で
あ
れ
ば
，
A(

s
+s

)
=
A
S

で
あ
る

」

が
使
わ

1
て
、,
る
。

(

G)

こ
の
定
理
の
証
明
5

い
て
は
入
江
§

1

九
六
頁
の
定
理3

あ
る
い
は
二
階
堂
v
§
>

l 

0
ニ
5

產

2
を
参
照
。

(

？)

こ
の
定
理
に
つ
い
て
は
入
江

〔

15〕
九
三

.頁
の
定
理
？
あ
る
い
は

.ニ
階
堂
：〔

26〕

一
 

〇
三
頁
の
定
理

4
を
参
照
。

(

8)

こ

れ

は「

O
を

含

む

閉

集

合

は

そ

のa
s
y
m
p
t
o
t
i
c

 

c
o
n
e

を
含
む」

と
い
ぅ
定
理
に
よ
る
。
 

.

8

以
上
の
注
の
中(

2

T

5)

お

よ

び

8)
は

Q
.
家

i
 

s

 pp. 

2
7
2
4

に
菡
づ
く
。

引
用
文
献 

^

U

霍

§•
多 
f

f

 T
h
e

 B
e
l
k
n
a
p

a
P
r
e
s
s

 H
a
r
v
a
r
d

 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y

 

P

I
 c

u
e

,

 M
a
s
s
a
c
h
u
s
e
t
t
s
,

 1
9
6
6
.

 

tl
e

b

l -
R
e
p
r
e
s
e
n
t
a
t
i
o
n

 o
f

 

p P
r
e
f
e
r
e
n
c
e

 

O
r
d
e
r
i
n
g

 

b
y

 

p N
u
m
e
r
i
c
a
l

 

F
u
n
c
t
i
o
n
、

b

e

l
§
 P

r

囊
 es, ed. b

y

 R
M
.

 T
h
r
a
l
l
,
C
.
H

C

謹

bs, 

R
.
L
. 

D
a
v
i
s
,

 

N
e
w

 

Y
o
r
k
,

 

W
i
l
e
y
,

 

1
9
5
4
,

 

p
p. 

1
5
9
-
1
6
5
:
.

 

ノ

〔
3
〕

G
.

 

D
e
b
l

 

"
V
a
l
u
a
t
i
o
n

 

E
q
u
i
l
i
b
r
i
u
m

 

a
n
d

 

p
a
l

 

O
p
t
i
m
u
m
,
"

 

Proceedings 

of the 

N
a
t
f
l

 Ac
a
d
e
m
y

 of scienss of the 

u

p 

v
o
l
.
4
0
,
1
9
5
4
,

 

pp. 

5
00
00〜

5
9
2
.

〔
4
〕

G
.

 

D
e
b
r
e
u
,

 

Theory of 

s
w
e
.

 

N
e
w

 

Y
o
r
k
,

 

J
o
h
n

 

w

p

y <& 

S
o
n
s
,

 

Inc., 

1965..

■V
/
-
V
5〕

M
.
H
.

 

D
o
b
b
,

 

,
A N

o
t
e

 

o
n

 

I
n
f

 N
u
m
b
e
r
s

 

a
n
d

 

C
o
m
p
e
n
s
a
t
i
o
n

 

c
r
i
t
e
r
i
a
、

Oxford Economic 

p
l
r
s
,

 

V
o
l
.
S
,

 

1
9
5
6
,

 

pp. 

700
-
7
9

〔
6
〕

爾

正

夫

「

ピ
グ
ウ
教
授
の
国
民
所
得
評
価
論」

三

田
学

会

雑

誌

四
四
卷

六

号

一

九

五

一

年

ニ

〇
丄
二
八
.頁
。

.

.

〔
7
〕

福
岡
正
夫「

国
民
所
得
評
価
論
に
於
け
る
ヒ
.ッ
ク
ス
と
サ
ム
エ
ル
ソ
ン

」

金
融
経
済
一
九
五
一
年
一

〜

一九頁。

〔
8
〕

J. de V. 

Graaff, 

Theoretical 

w
d
f
p
r
e

 ECQri_ics, Cambridge University press,. 1963.

〔

s
D
.
p Hague, 

s
s
u
m
m
a
r
y

 Record of the Debate、
The 

Theory 

0̂ 

ed. 

b
y

 F.A. Lutz and D.C.. Hague, London, Macmillan 

Co. 

ILtd., 

1963, 

pp. 

289
〜

4
0
3
.

〔

1
0

〕
J.M. Henderson and R.E. 

Quandt, Microeconomic 

Theory. 

> Mathematical A
b
r
o
a
c
h
,

 M
e

 Graw.Hill woolk Co., Inc. N
e
w

 York, 

1
9
5
s
.
〔

邦
訳
小
宮
隆
太
郎
訳
現
代
経
済
学
創
文
社

〕 

；

〔11
〕

J.K. Hicks, 

SThe Valuation o
f

?
«>
'

g
os.
pJ—
*Income

、
Ecmomica, 

1940, 

p
p
.
105 〜

124.

〔12
〕

J.R. 

Hicks, 

-The Valuation of the 

Social I
n
c
o
m
e
l
A

 c
o
m
m
t

 on Professorwuznets* Refections
、
Economica, 

1948, 

J
D
.

163 

丄 72. 

•

〔13
〕

J.R. Hicks, 

:The Measurement of Real Income,。
Oxford Economic Fa/pers 》

vol. 

1
0
, 1959, 

p
p
.
125

〜
162.

〔14
〕

J.R. Hicks, 

:The M
e
a
s
urement of Capital in Relation to the M

e
a
s
u
s
m
e
n
t

 of other Economic Aggregates、
The 

T
h
e
o
m

 

of 

capital, ed. 

b
y

 F.A. 

Lutz and 

D
.
p Hague, 

London, Macmillan 

Co. 

ILtd., 

1963, 

p
p
.
18

〜
31.

〔15
〕

入
江
昭
ニ
位
相
解
析
入
門
岩
波
書
店
一
九
六

j 
ニ年。

〔16
〕

河
田
敬
義
ニ
ー
一
村
征
雄
現
代
数
学
概
説
n

岩
波
書
店
一
九
六

a
年
。

〔17
〕

P
M
. Kennedy, 

:
A
n

 Alternative Proof of a Theorem in Welfare Economics,

タoaj/orc? Economic 

p
a*a
m
. V

o
l
.
6,1954, 

p
p98 

〜
99. 

*

■
'\
i 

V
I
' 

一

.

〔18
〕

s. Kuznets,

''o
n

 the Valuation of Social Income—
Refections on Professor H

i
c
k
s

orArticle 、
Econcmica, 

1948, 

Part I, p
p
.
1 

〜
16; 

Part II, p
p
.
116

〜
131.

:

s〕
I.M.D. 

Little, 

"The Valuation of the Social Income
、

Economica, 

1949, 

pp. 

1
T
2
6
.

§

〕
I.M.D. 

Little, 

:
A Note on t

h
e

CQignifLcance of Index N
u
m
b
e
r
、

t?d
c
o
n
i
f
,

 

1949, 

pp. 

369 〜
370

，

〔21
」

J
.
g
b
,

 Little, 

-Foundations of Welfare Economics,; Oxford' JEconomdc Pa/pers, vol..1' 

1949, 

pp. 

227-246,.

〔22
〕

I.M.D. .Little, A

 Critique of 

&
§
0_
0,
*
$
,
.

 2nd. ed.'oxford university, press-. 1957'
〔23

〕
E.J. M

i
s
h
F

 

.
4
h
e 

Recent Debate .on .welfare.criteria、
Oxford Econom/ic .Facers, v

o
l
.
17,1965, 

pp. 219 〜
236.

.〔24
〕

T. 

Negishi, 

*
o
n Social W

e
l
f
a
r
e

.^unction、
Quarterly Jov/rml o

/
1963,

.
 pp. 

156~15S.

〔25
〕

根
岸
隆
価
格
と
配
分
の
理
論
東
洋
経
済
新
報
社

—•
九
六
五
年

。
：，..

国
民
所
得
のWelfare Implications

に
.つ
い
て 

八

五

(

八

五)



〔26 〕

二
階
堂
副
包
現
代
経
済
学
の
数
学
的
方
法

-
位
相
数
学
に
ょ
る
分
析
入
門
-
^
-岩
波

書

店

H

、
一
年
。
 

..

〔27 〕

長
名
寬
明「

消
費
者
余
剰
の
理
論
.I

展
望j

三
田
学
会
雑
誌
S'
九
卷
三
号
一
九
六
六
年
：
三
七
r>
匕|

頁
。
：

〔

200〕
产 
p 
S

I

-
 The Economics cf Welfare, 4th ed., London, Macmillan &

 Co. Ltd 

I960.

〔29〕. 

A
h
. 

p
i
l
,

 

,Real I
ncome 

a
n
d

 Economic w
e
l
f
a
r
e
、

Oxford E
c
m
m
i
c

 p
a
.

 

Vol. 

3,.
1
9
5
1, 

p
p
.
16 〜

2
P 

〔

”〕
〖
.A. 

s
a
m
l
o
n
,

 

"
E
l
a
t
i
o
n

 of Keal National I
n
c
o
m
e
、

0

1
 Economic p

l
r
s
,

 

v
o
l
.2

,
1
9
5
0
pn 

1

•

〜
29

r

 

u

g

p
ポ

I

、

?
 

I

 も 

i

 

5

 

2
.

〔

a g
. 

s
i 
1

1

1
 

f

 ネ
!
 

, 

I

u
 

Y. T
a
m
u
r
a
%
T
h
e
i
f
a
r
e
I
l
c
a
t
i
i
c
f

 N
a
t
i
l
.
f

 
 ̂

年
報
一
一
九
六
三
年 

ニ
九
匕〜

三
ー
ー
〇
頁
。 

〔34 〕
s. 

W
e

i

 

N
o
t
e

 on 

the M
e
a
i
l
n
t

 of. Keal I
n
c
l
〒

 o
t

 E
l
i
c

 

p
§
p 

V
o
L

 12, 

I

, pp. 

s
 〜

121 .、

研究ノー 卜

フ

ル

-ン
の
ウ
ィ
ー
ン
体
制
観(

上)

■
 

へ

-
 

-
 

,

V

.

.

後

.

0

修

：

三

は

じ

め

に

- 

-
-

1
初
期
の
諸
労
作
の
一
つ
が
財
産
を
否
定
し
て
い
る
の
に
ひ
き
か
え
、

か
れ

の
遗
書
の
一
つ
が
そ
れ
を
肯
定
し
て
い
る
著
者
を
わ
れ
わ
れ
.は
ど
の
よ
う
な
敵

©

に
分
類
す
れ
ば
よ
い
の
■か
。
ひ
と
が
こ
の
奇
妙
な
天
才
を
一
つ
の
定
式
で
把

握
し
た
と
思
う
た
び
ご
と
.に
、
か
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
手
か
ら
滑
り
抜
け
て
し
ま

っ
て
い
•る
こ
と
に
ひ
と
は
気
づ
く
の
で
あ
る
。…
…

『

経
済
的
諸
矛
盾』

.
?

sntradictions

 

『

革
命
と
教
冷
に
お
け
る
正
義』

f
J
i
c
e

cza§

 

la .JUVQhitiQn

<p
t
 .dpns 

q

备s
e
)

、..

『

'戦
争
と
平
和』

(

r
'
.
G
^
r
r
s 

et. la

を
あ
い
だ
に
は
さ
ん
で
、
一
八
四
〇
年
の『

財
産
と
は
何
ぞ
や』

i
 
IP
 
H
4
3
と 

一
A
六
五
年
のr

財
産
の
理
論』

{
m
's
.eをla 
P

3

3

V

S

の
両
極
の
あ
い
だ
に
は
、
こ
の
多
岐
な
思
想
の
な
か
■に

.な

ん

と

い

う

ニ

ュ

ァ

ン

ス
の
変
化
が
あ
る
こ
と
か
。
ま
こ
と
.に
、
プ
ル
ー
ド
ン
は
プ
ロ
テ
ウ
ス(prot

s') 

(

1

)

で
あ
る…

…
」

ブ
グ
レ
は
プ
ル
ー
ド
ン
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

ま
た
こ
れ
は
、
か
れ
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
注
釈
者
の
指
摘
し
て
，い
る 

(

2) 

.

と
こ
ろ
で
あ
る
。

ブ
ル
ー
ド
ン
の
ウ
イ
ー
ン
体
制
観(

上)

プ
ル
ー
ド
ン
に
あ
っ
.て
は
、
初
期
と
後
期
と
.で
は
ま
っ
た
く
反
対
の
諸
教
説

が
見
ら
れ
る
。
そ
の
一
例
は
、
ブ
グ
レ
の
.あ
げ
て
い
る
財
産
論
で
あ
ろ
う
。
.こ

こ
で
と
り
あ
げ
る
プ
ルー

ド
ン
の
ウ
イ
I

ン

体

制

観

も

、
'
初

期

と

後

期

と

で

は
 

(

3)

正
反
対
の
も
の
と

な
る
。
か
れ
の

こ
の
よ
う
な
諸
思
想
の
変
化
を
論
理
的
に
解 

.
 

(

4

)
.

明
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
困
難
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
変
化
の
原
因
は
、
当

(

5

)

時
の
歴
史
の
変
化
に
も
と
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
；
こ
の
よ
う
な
視
角
か
ら
プ 

ル
ー
K-
ン
の
時
局
論
研
究
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
.

本
稿
は
、

こ
の
よ
う
な
研
究
の
た
め
の
第
一
歩
に

す
ぎ
.な
い
。
そ
れ
は
、

つ 

ぎ
の
諸
部
分
か
ら
成
る
。

'

一、
ウ

イ

I

ン
体
制
の
評
価
と
ウ
イ
ー
ン
体
制
を
動
揺
さ
せ
た
諸
事
件
。
.

.

1 

一、
.一
八
六
〇
年
代
初
頭
の
フ
ー
フ
ン
ス
に
お
け
る
ウ
イ
ー
ン
体
制
の
評
価
。

.

(

以
上
本
号
、
以
下
四
月
号)

'

■

'

三
、.
プ
ル
I
ド
ン
.の
.ウ
イ
ー
ン
体
制
観
0

一
は
、
主
と
し
て
、
Q
g
oHJ
r
e
y Bn

i

目

：Nineteih-century E
u
r
s
e
c
m

 

Civilizatim 1815-1914, 195-4 (Oxford University p
r
e
s
s
)

に
よ
っ
た
。
 

.1’

一
は
、Georges D

u
v
e
a
u

に

よ

る

プ

.
ル
ー
.ド
ン
の
左
記
の
書
物
へ
のIntro—

八

七

(

八

七)


